
神奈川県の渋滞対策検討箇所

要対策エリア・箇所位置図要対策エリア・箇所位置図
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　　　　　 　 0～20万　人時/年･km

　　　　　20万～40万　人時/年･km

　　　　　40万～　　　　人時/年･km

神奈川県の渋滞損失時間年度合計

要対策箇所は学識者や道路利用
者の代表からなる委員会での助
言を受けて選定しています。

[渋滞データの分析]　渋滞損失時間が高い上位から抽出
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■対策（個別対策、面的対策）の考え方
個別対策　要対策箇所に応じて個別に実施する対策であり、少しでも早い段階で　　
　　　　　　　課題を小さくするまたは解消するための対策や、個別箇所の問題点の
　　　　　　　解消を目指した対策（交差点改良、現道拡幅、線形改良など）
面的対策　いくつかの要対策箇所の課題に一度に対応、または個別対策で解消
　　　　　　　が困難な課題を解消するための面的、広域的な対策。

１３地区３４箇所の対策実施状況１３地区３４箇所の対策実施状況

■対策立案に向けて、調査等を進めている箇所　　　　4箇所
■工事実施など、対策を行っている箇所　　　　　　　　28箇所
■対策が完了している箇所　　　　　　　　　　　　　 　　　 2箇所

対策一覧表対策一覧表

調査・計画段階 実施段階 対策完了段階別色の凡例 ：

神奈川県の対策実施状況

※１箇所につき複数の対策がある場合には、より進んでいる段階をカウント

対策完了
2箇所

実施段階
28箇所

調査・計画段階
　4箇所

個別対策 段階 面的対策 段階

1-1 横浜国道事務所 国道1号 多摩川大橋～下末吉交差点 遠藤町、都町、尻手交差点の交差点改良 川崎1号沿道環境整備

1-2 横浜国道事務所 国道1号 浜松町交差点 国道1号戸部拡幅

1-3 横浜国道事務所 国道15号 大黒町入口交差点 国道1号直進車線1車線増設

1-4 横浜国道事務所 国道15号 栄町交差点 路面表示・標識による案内誘導設置

県道子母口綱島拡幅事業

綱島街道（東京丸子横浜線）の拡幅 （都）宮内新横浜線の整備

1-6 横浜市 (主)東京丸子横浜線 大豆戸交差点 綱島街道（東京丸子横浜線）の拡幅 （都）宮内新横浜線の整備

1-7 川崎市 (主)東京大師横浜線 京急大師線踏切付近 京急大師線連続立体交差事業

バスベイ設置の検討 駐車禁止取締り強化

首都高料金割引

1-9 横浜市 国道1号 保土ヶ谷橋交差点 国道1号の改築事業

1-10 横浜市 国道1号 不動坂交差点 不動坂交差点改良 （都）権太坂和泉線・桜木東戸塚線整備

2-1 横浜国道事務所 国道16号 青砥坂交差点～杉田交差点 杉田交差点改良 横浜横須賀連結地区の暫定対策

3-1 横浜国道事務所 国道16号 吉倉町～追浜町 横須賀地区トンネル改修

3-2 神奈川県 県道26号（横須賀三崎） 衣笠十字路交差点 (都)久里浜田浦線の整備

対策

3.横須賀地区

(主)13号 横浜生田線 浅間下交差点～岡野交差点

1.川崎横浜都心部

1-5

2.横浜横須賀連結地区

候補対策
箇　　所

路線名 箇所名対策事業者

横浜市

横浜市

(主)東京丸子横浜線 綱島交差点

1-8

個別対策 段階 面的対策 段階

原宿交差点改良 横浜湘南道路の整備

横浜環状南線の整備

新湘南BPの整備

国道134号湘南大橋4車線化

新石川立体化事業(H18.3完成)

江田駅東交差点対策

7-1 横浜国道事務所 国道246号 市役所入口交差点～桜坂交差点 厚木秦野道路の整備

8-1 川崎市 国道409号 京急大師線踏切付近 京急大師線連続立体交差事業

9-1 横浜国道事務所 国道16号 梅の木交差点 バスベイ移設、右折レーン設置検討

9-2 川崎国道事務所 国道16号 東名横浜町田IC付近 横浜町田立体化事業

10-1 相武国道事務所 国道16号 鵜野森交差点～若松2丁目交差点 さがみ縦貫道路の整備

さがみ縦貫道路の整備

厚木秦野道路の整備

さがみ縦貫道路の整備

厚木秦野道路の整備

11-3
横浜国道事務
神奈川県

県道51号（町田厚木） 相模大橋東交差点 さがみ縦貫道路の整備

（県）大船停車場矢部線流入部の拡幅（H18.3供用） 横浜環状南線及び関連道路事業

笠間交差点改良

13-1 － 国道1号 宮ノ下交差点 箱根新道無料化による交通転換

国道135号改良

小田原真鶴間道路整備の検討

(都)城山曽比線の整備

(都)小田原山北線・(都)城山曽比線の計画

相武国道事務所 国道20号 与瀬～吉野（通行規制区間） 国道20号防災工事

相武国道事務所 国道20号 藤野町中心部（吉野～小渕） 吉野地区歩道設置・線形改良事業

神奈川県
横浜国道事務所

国道467号 光ヶ丘交差点 さがみ縦貫道路の整備

(都)丸子中山茅ヶ崎線の整備 (都)寺尾上土棚線・(都)藤沢厚木線の整備

さがみ縦貫道路の整備

神奈川県 県道22号（横浜伊勢原） 用田交差点 用田バイパスの整備

横浜国道事務所 国道246号 向原交差点 向原改良

対策

国道467号
神奈川県
横浜国道事務所

17

4-1 横浜国道事務所 国道1号

6.横浜川崎北西地区

7.厚木秦野地区

9.保土ヶ谷地区

4.横須賀地区

原宿交差点

5.湘南地区

5-1 国道1号

国道246号
新石川交差点～江田駅東交差点
～市ヶ尾交差点

8.川崎縦貫地区

候補対策
箇　　所

路線名 箇所名対策事業者

国道246号
　　　　～国道129号

工業団地入口交差点

11-1 国道246号 金田交差点～文化会館前交差点

横浜国道事務所
神奈川県

10.相模原地区

6-1 川崎国道事務所

笠間交差点(主)原宿六浦線

12.横浜南部地区

11.さがみ縦貫地区

横浜国道事務所
神奈川県

横浜市
横浜国道事務所

横浜国道事務所

国道246号交差点～船子北谷交差点11-2

桜ヶ丘交差点

12-1

16

13.小田原箱根地区

14

神奈川県 国道135号

18

19

石橋IC（西湘南BP）～早川口交差点

15

13-2

神奈川県 国道255号 飯泉入口交差点13-3
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5.4km

当該区間は、主要幹線道路相互の交差点が複数あること、多摩川・鶴見川の渡河断面である
こと、JRの跨線部であることから交通が集中し、交通容量の不足が生じている。
主要な交差点に対して、交差点の処理能力を超える交通（1日5万台～7万台）が集中してい
る。
幅員が23mで不十分であること、信号交差点が近接していることから、走行車両の速度低下が
生じている。
幅員を拡幅する等、円滑な交通を促す対策が必要である。

○

○

○

○

平日　1.42
休日　1.12

－ －

混雑度(12h, H17ｾﾝｻｽ）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

 区間延長

段階

利用者アンケート

阻害を感じる

84% 58%

対策が必要

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

一般に走行しづ
らい道路構造

○ ○ －

渋滞する時間
が長い

－

1-1 国道1号

神奈川県川崎市幸区古市場～横浜市鶴見区下末吉3丁目

概
　
　
要

最大の渋滞長、
通過時間が長い

渋滞

選定
理由

渋滞損失時間
が大きい

旅行速度が低
い

道路構造

道
　
路
　
交
　
通

平日　21.4㎞/h
休日　28.1㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　50,681台/日
休日  57,258台/日

24h交通量（H19調査）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

データによる現況
（国道1号）

位置図

番号

対策事業者

路線名 箇所名

横浜国道事務所

多摩川大橋～下末吉交差点 実施(DO)

場　　所

■尻手交差点

写真A 写真B 写真C 写真D

■都町交差点

写真E 写真F 写真G 写真H

■主要な交差点の位置

遠藤町

都町

尻手

下末吉

写真の方向：

下末吉
交差点

尻手
交差点

都町
交差点

遠藤町
交差点

至
多
摩
川
大
橋

至
横
浜
市
街

至尻手駅

下末吉

交差点

至鶴見駅 至川崎駅

国
道
４
０
９
号

県
道
１
４
０
号

国道１号

1,000m500m1,800m

尻手

交差点
C A

B

D

都町

交差点
G E

F

H

最大渋滞長：60m
渋滞通過時間：2分

14,508台/日

最大渋滞長：110m
渋滞通過時間：4分

12,201台/日

遠藤町

交差点

最大渋滞長：20m
渋滞通過時間：2分

12,269台/日

最大渋滞長：80m
渋滞通過時間：2分

5,214台/日

最大渋滞長：180m
渋滞通過時間：5分

14,657台/日

最大渋滞長：140m
渋滞通過時間：2分

19,100台/日

最大渋滞長：60m
渋滞通過時間：4分

17,199台/日

最大渋滞長：70m
渋滞通過時間：4分

18,072台/日

調査日：平成19年11月28日（水）

東
京

丸
子

横
浜

線

多摩川大橋～下末吉交差点

至　品川

至　戸塚

渋滞損失時間

東
京

大
師

横 浜
線

平日　上り
至　品川

至　戸塚

東
京

丸
子

横
浜

線

多摩川大橋～下末吉交差点

東
京

大
師

横 浜
線

平日　下り

遠藤町

下末吉

尻手

都町

2095人時/日・km

2370人時/日・km

1731人時/日・km

4161人時/日・km

遠藤町

下末吉

尻手

都町

1945人時/日・km

2413人時/日・km

2044人時/日・km

2275人時/日・km

■:450～ 人時/日・km
■:0～450人時/日・km

速度低下地点が点在 速度低下地点が点在

多
摩
川
大
橋
●

遠
藤
町
●

都
町
●

尻
手
●

下
末
吉
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

多
摩
川
大
橋
●

遠
藤
町
●

都
町
●

尻
手
●

下
末
吉
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

多
摩
川
大
橋
●

遠
藤
町
●

都
町
●

尻
手
●

下
末
吉
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

旅行速度

国道１号
平日（上り）

国道１号
平日（下り）
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個
別

対
策

○遠藤町、都町、尻手交差点の交差点改良 主要3交差点のうち、渋滞がひどい尻手交差点の暫定改良計画
の立案を先行し、地元および関係機関との調整を図る

面
的
対
策

S25年度　都市計画幅員変更　W36m→W30m
S40年代　6車線化
H8年　　　低騒音敷設事業着手
H11年度　事業着手
H14年度　沿道環境に関するアンケート実施
H19年度　御幸公園交差点から115ｍ整備着手
　　　　　　　Ｈ20.2中旬 盛土工・法面処理（張芝）
　　　　　　　Ｈ20.4       歩道舗装工・転落防止柵移設
　　　　　　　               工事完了
Ｈ20年度以降　未着手の85ｍ区間を整備予定

○川崎1号沿道環境整備
都県境から2.8kmの区間にわたり、車道の拡幅を伴う
沿道環境整備事業。

対
策
立
案

具体的対策 現在の進捗状況と今後の予定等

対策事業概要図

対
策
の
効
果

・
検
証

対策実施後、速やかに効果評価を実施

備
　
　
考

平成19年度施工区間　L=115m平成20年度施工区間　L=85m

【川崎1号沿道環境整備 概要】

2.8kmにわたり、幅員の拡幅、歩道、遮音壁の整備を伴う沿道環境整備を行い、よりよい沿道環境の創造を考えた道路と沿
道が一体となったゆとりある道づくりを目指す。これにより、交通流をスムーズにし、渋滞の解消が図られる。

事業対象区間

沿道環境改善事業

■沿道の環境を改善する

　環状道路などの幹線道路ネットワークを拡充するとともに、特に沿道環境が厳しい交差点（緊急改善ポイント）におい

て、交差点立体化などのボトルネック対策等を進め、交通の円滑化によってSPM、NOX、CO2を同時に削減する。

■地球環境の保全と都市環境の再生を目指す

　遮音壁の設置や低騒音舗装の敷説など道路構造対策の実施に加え、走行速度抑制などの交通流対策、沿道の適

切な土地利用の誘導など、よりよい沿道環境にするため地域に合わせた整備が行われている。

計画区間
川崎市幸区小向仲野町
　　　　　　　　　～同区柳町

規格 第４種第１級
設計速度 60km/h
延長 約2.8ｋｍ
車線数 ６車線

平面構成図
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－

－ －

データによる現況
（国道1号） 平日　1.37

休日　1.31

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

段階番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

87% 60%

降雨など異常気象

により、通行が規制

道
　
路
　
交
　
通

平日　24.4㎞/h
休日　32.5㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　46,734台/日
休日　41,918台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

1-2 国道1号

概
　
　
要

選定
理由

○

浜松町交差点

対策事業者

位置図

渋滞

■道路交通の現況

阻害を感じる 対策が必要
渋滞する時間

が長い

利用者アンケート道路構造 気象・自然条件

実施（DO）

最大の渋滞長、

通過時間が長い

一般に走行しづ

らい道路構造

浜松町交差点は横浜の中心市街地に位置し、国道1号と国道16号が交差する主要な交差点で
あるため、交差点の処理能力を超える交通（一日約7.5万台（国道1号約4.7万台/日、国道16号
約3.1万台/日））が集中している。
京浜急行線戸部駅から浜松町交差点までの区間は、その前後区間より狭い4車線となっている
ためボトルネックとなっている。
右折レーン長が不足し、直進車の進行を阻害している。
右折車線の延長や道路の拡幅により、交通容量、交差点の処理能力を上げる必要がある。

○

○

○
○

 区間延長神奈川県横浜市西区中央2丁目

○ ○

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

－

場　　所

写真Ａ 写真Ｂ

写真Ｄ写真Ｃ
ＺＺ

浜松町
高島町

青木橋・青木通

立町

速度低下 速度低下

立
町
●

青
木
橋
●

青
木
通
●

高
島
町
●

浜
松
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

立
町
●

青
木
橋
●

青
木
通
●

高
島
町
●

浜
松
町
●

国道１号

平日（上り）

国道１号

平日（下り）

旅行速度

写真の方向： 調査日：平成17年11月24日（木）

浜松町

交差点

至横須賀

至
洪

福

寺

至

川

国道16号

国道1号

至

戸

右折レーン長約50m

右折レーン長約90m 至

川

崎

至

戸

塚

右折車

藤
棚
伊
勢
佐
木
線

A

C
B

D

右折レーン長約30m

右折レーン長約30m

最大渋滞長：100m

渋滞通過時間：4分
最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：250m

渋滞通過時間：6分

最大渋滞長：400m

渋滞通過時間：8分

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

東
京

丸
子

横
浜

線

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

渋滞損失時間

東
京

大
師

横
浜

線

東
京

丸
子

横
浜

線

東京
大

師
横

浜
線

平日　上り

平日　下り

浜松町交差点 浜松町交差点浜松町

青木橋

高島町青木通

立町

1375人時/日・km

浜松町

青木橋

高島町
青木通

立町

1754人時/日・km
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対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

備
　
　
考

○戸部拡幅
　京浜急行線戸部駅から国道16号との浜松町交差点
までの約700mの区間を4車線から6車線へ拡幅し、交
通の円滑化や沿道環境の改善を図る事業。
　京浜急行戸部駅付近から浜松町交差点にかけて、
道路拡幅用地を活用し限りなく完成形に近い形で暫
定的な整備を進める。
　浜松町交差点では、国道16号は、左折レーン専用
レーンを2車線、右折レーンは1車線から2車線へ、国
道1号川崎側では、左折専用レーンを増設する交差点
改良を行うことで、国道1号及び浜松町交差点では、
円滑な交通が確保される。

昭和21年８月　　 都市計画決定
昭和59年４月　　 事業化
昭和62年９月　　 用地説明会
平成11年３月       共同溝工事着手
平成14年11月　  共同溝工事完成
平成15年10月　  事業再評価
平成17年10月　  電線共同溝着手
　　　　　　　　　　　　（未買収地を除いてH18年12月に完成）
平成19年11月　  改良工事着手
　　　　　　　　　　　　（京浜急行～西平沼交差点付近）
平成20年度　　　 改良工事着手予定
　　　　　　　　　　　　（西平沼交差点付近～浜松町交差点）

個
別
対
策

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策 対

策
の
効
果
・
検
証

 

3.25 3.25 0.503.253.253.253.250.50

25.00
36.00

1.501.504.00 4.00

4.50

22.00 
17 00 2 50 

0 75 3 50 3 50 0 75 
2 50 

3 50 3 50 

 

 

22.00

17.00 2.502.50

3.50 3.50 3.50 3.500.75 0.75

計画

現況

浜松町
交差点

最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：5分

至横須賀

国道16号

国道1号

最大渋滞長：250m

渋滞通過時間：6分

至

戸

右折レーン長約65m

右折レーン長約152m

至

川

崎

至

戸

塚

藤
棚
伊
勢
佐
木
線

右折レーン長約50m

至

洪

福

寺

最大渋滞長：100m
渋滞通過時間：4分

左折

右折

直進

右左折レーンを２車

線にして直進車の

阻害を解消

直進レーンを２車線

にして容量拡大

凡
例

戸部拡幅（浜松町交差点改良）の効果
○交差点の容量が拡大し、交通渋滞が解消
○自動車の走行速度の向上で年間900ｔCO2の排出削減

左折レーン長約50m

整備前

整備後

0 4,000 5,000 6,000

（ｔ-CO2/年）

900ｔ
削減4,400

5,300

渋滞解消により自動車の走行速度の上昇で排出ガスが減少

●CO2（二酸化炭素）排出量 900ｔ-CO2/年削減

整備前

整備後

0 18 19 20

（ｔ/年）

6％
削減18.50

19.70

●NOｘ（窒素酸化物）排出量 1.20t/年削減

整備前

整備後

0 1.8 1.9 2.0
（ｔ/年）

3.3％
削減1.81

1.87

●SPM（浮遊粒子状物質）排出量 0.06ｔ/年削減

計画平面

現況(4車)

暫定形(4/6車)

完成形(6/6車)

至 日本橋

浜松町交差点

至 町田

至 横須賀

西区役所入口交差点 中央一丁目交差点 平沼西交差点

至 小田原

京浜急行線

戸部拡幅事業区間　L＝0.7km

計画線

用地残件箇所

事故危険箇所

H19年度改良工事推進（L=120m）

渋滞ポイント

N

H20年度改良工事推進

右折レーン長約21m(2車線)

左折レーン長約26m(2車線)

【戸部拡幅　概要】
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－

1日約4.5万台が流入する交差点である。横浜駅から大黒埠頭方面への右折交通量が多く、交
差点部の車線運用が「直進１＋右折１」となっており直進車線は１車線に減少するため、直進方
向の容量が不足している。
生麦駅前に位置し、通勤時は交差点を横断する歩行者が多いため、大黒埠頭方面からの車両
の流入を妨げる。
車線の増設等により、交通容量を上げる必要がある。

○

○

○

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

大黒町入口交差点 計画（PLAN)

対策事業者

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

道
　
路
　
交
　
通

平日　13.7㎞/h
休日　29.2㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　45,343台/日
休日　39,042台/日

24h交通量（H19調査）

位置図

場　　所

1-3

－ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

 区間延長

段階

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

気象・自然条件

概
　
　
要

最大の渋滞長、

通過時間が長い

渋滞

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

データによる現況
（国道15号） 平日　1.44

休日　1.13

国道15号

神奈川県横浜市鶴見区生麦3丁目

道路構造

降雨など異常気象

により、通行が規制

一般に走行しづ

らい道路構造

Ｈ１８
プローブ
調査結果

○ ○ － － 89% 64%

写真A

写真C

写真B

■道路交通の現況

写真D

速度低下 速度低下

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ旅行速度

国道１５号

平日（上り）

国道１５号

平日（下り）

鶴
見
署
前
●

大
黒
町

　

入
口
●

浦
島
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

鶴
見
署
前
●

大
黒
町

　

入
口
●

浦
島
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

大黒町入口

浦島町

鶴見署前

写真の方向：

大黒町

交差点

至　大黒埠頭

国道１5号

（
主

）
東
京
大
師
横
浜
線

調査日：平成19年10月2日（火）

最大渋滞長：750m

渋滞通過時間：5分

21,672台/日

最大渋滞長：170m

渋滞通過時間：4分

8,011台/日

最大渋滞長：260m

渋滞通過時間：5分

15,660台/日

A

B

D

C

至
　
横
浜
市
街

至
　
川
崎

歩行者4,489人/日

自転車  336台/日

歩行者3,380人/日

自転車  449台/日

歩行者1,227人/日

自転車  318台/日

東
京

丸
子

横
浜

線

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

渋滞損失時間

東
京

大
師

横
浜

線

東
京

丸
子

横
浜

線

東京
大

師
横

浜
線

平日　上り

平日　下り

大黒町入口交差点 大黒町入口交差点

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

浦
島
町

鶴
見
署
前

913人時/日・km

大黒町入口 浦
島
町

鶴
見
署
前

1498人時/日・km

大黒町入口
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対策実施後、速やかに効果評価を実施現在の進捗状況と今後の予定等
H20年度　施工予定

対
策
立
案

○直進車線１車線増設
横浜市街から川崎へ向かう方面に直進車線を
一車線増設し、交通容量を上げる。

対
策
の
効
果
・

　
　
　
検
証

対策事業概要図

備
　
考

個
別
対
策

面
的
対
策

具体的対策

【直進車線１車線増設 概要】

現況横断図

計画横断図

現況平面

計画平面

至

東京 至

横浜

至

東京

至

横浜

至　大黒埠頭

至　大黒埠頭

① ②

① ②

直進車線を１車線増設

直進車線を１車線増設
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■道路構造の現況

－

利用者アンケート

位置図

交差点形状が屈曲していること、交差点内に首都高速道路の橋脚があり見通しが悪いこと等か
ら、速度の低下が生じている。
国道15号の下り線は、３方向の分岐となるが行き先の地名等の進路案内が、ドライバーにわか
りにくく、車両の錯綜、速度低下の原因となっていると考えられる。
適切な誘導案内等により円滑な交通を促す対策が必要である。

○

○

○

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

 区間延長

阻害を感じる 対策が必要

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

栄町交差点 計画（PLAN)

段階

対策事業者

場　　所

1-4 国道15号

概
　
　
要

神奈川県横浜市神奈川区栄町

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

道
　
路
　
交
　
通

平日　13.7㎞/ｈ
休日　29.2㎞/ｈ

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　49,337台/日
休日　44,484台/日

24h交通量（H19調査）
データによる現況

（国道15号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

最大渋滞長、通

過時間が長い
選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

○ －ー ー － － 73% 48%

平日　1.44
休日　1.13

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ） 写真A 写真C写真B

写真Ｄ

栄町

大黒町入口

浦島町
青木通

至
川
崎

国道１５号

至
戸
塚

至
川
崎

栄町

交差点

至
戸
塚

B

写真の方向：

A

C

首都高橋脚

Ｄ

至
　
み
な
と
み
ら
い

最大渋滞長：20m

渋滞通過時間：1分

11,261台/日

調査日：平成19年10月2日（火）

交差点が屈曲 交差点が屈曲

旅行速度

国道１５号

平日（上り）

国道１５号

平日（下り）

栄
町
●

大
黒
町

　

入
口
●

青
木
通
●

浦
島
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

大
黒
町

　

入
口
●

青
木
通
●

浦
島
町
●

栄
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

東
京

丸
子

横
浜

線

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

渋滞損失時間

東京
大

師
横

浜
線

東
京

丸
子

横
浜

線

東
京大

師
横

浜
線

平日　上り

平日　下り

栄町交差点 栄町交差点

浦
島
町

大
黒
町
入
口青

木
通 824人時/日・km

栄町

浦
島
町

大
黒
町
入
口青

木
通 566人時/日・km

栄町

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km
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備
考

対
策
の
効
果
・
検
証

対策実施後、速やかに効果評価を実施

対
策
立
案

対策事業概要図

個
別
対
策

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等具体的対策
○路面表示・標識による適切な案内誘導
　路面標示による交差点への注意喚起や、標
識の地名等の見直しを行う。これにより、急な
減速や無理な車線変更等を防ぎ、円滑な交通
流の確保を図る。

H19年度　案内誘導の方法を検討

面
的
対
策

【路面表示・標識による適切な案内誘導　対策検討例】

対策検討例その１：路面表示による車両の円滑な誘導
至
戸
塚

［現状］

［対策例］

至
川
崎

国道１５号

至
川
崎

栄町

交差点

至
戸
塚

至
　
み
な
と
み
ら
い

停止線

首都高橋脚が交差点内の見通しを阻害

至
川
崎

国道１５号

至
戸
塚

至
川
崎

栄町

交差点

至
戸
塚

至
　
み
な
と
み
ら
い

こ の 先 交 差 点 あ り

こ の 先 交 差 点 あ り

こ の 先 交 差 点 あ り

路面表示により交差点の存在を情報提供

対策検討例その２：案内標識の見直しによる車両の円滑な誘導

東神奈川方面

高島方面

金港町方面

みなとみらい方面

栄町交差点

至

川

崎

国道１５号

至

戸

塚

至

川

崎

栄町

交差点

至

戸

塚

至

　

み

な

と

み

ら

い

案内標識設置位置

［現状］

［変更案］

横須賀

高  島
Takashima

五反田
Gotanda

東神奈川
Higashikanagawa

横須賀
Yokosuka

高  島
Takashima

Yokosuka
五反田
Gotanda

Higashikanagawa

東神奈川

青木通交差点での分岐を考慮し、
また、他の2つの表示とレベルを合
わせることで分かり易い表示とする
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■道路交通の現況

－ 区間延長神奈川県横浜市港北区綱島東1丁目

93%

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－

阻害を感じる

○○

旅行速度が低い
渋滞する時間

が長い

最大渋滞長、通

過時間が長い

－ －

利用者アンケート

○

データによる現況
（主要地方道東京丸子横浜線）

一般に走行しづ

らい道路構造
選定
理由

渋滞損失時間

が大きい

75%

対策が必要

渋滞

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

平日　1.46
休日　1.47

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

平日　19,624台/日
休日　19,149台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

対策事業者

場　　所

1-5 主要地方道　東京丸子横浜線

道
　
路
　
交
　
通

平日　21.7㎞/h
休日　14.0㎞/h

主要幹線道路相互の交差点であること、鶴見川の渡河断面であること等から、交差点の処理能
力を超える交通が集中している。
駅に近接しており、駅周辺の自転車・歩行者、駅前商店街の出入り車両などにより交差点を通
過する車両の通過速度が低下する。
交差点の右折レーン長が短く、右折車が直進レーン等を塞いで、後続車両の通過を阻害する。
県道子母口綱島線から綱島駅への右折は右折車線がないため、右折車が綱島交差点まで影
響し、直進車を阻害している。

○

○

○
○

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

横浜市

綱島交差点 実施（DO)

写真Ａ 写真Ｂ

写真Ｃ 写真Ｄ

綱島

大豆戸

菊名４丁目

港北小入口

東
京

丸
子

横
浜

線

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

東
京大

師
横

浜
線

東
京

丸
子

横
浜

線

東京
大

師
横

浜
線

平日　上り

平日　下り

綱島交差点

渋滞損失時間

綱島交差点

東京丸子横浜線平日（上り） 東京丸子横浜線平日（下り）

旅行速度

※H18年度 平日７時～19時データに基づく

綱
島
付
近

大
豆
戸

菊
名
４
丁
目

港
北
小
入
口

80

60

40

20

0

80

60

40

20

0

綱
島
付
近

大
豆
戸

菊
名
４
丁
目

港
北
小
入
口

綱島

大豆戸

港北小入口

菊名４丁目

149人時/日・km
綱島

大豆戸

港北小入口

菊名４丁目

1314人時/日・km

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

至　菊名

商店街

商店街

至　丸子

東

京

丸

子

横

浜

線

（主）

Ｂ

写真の方向：
調査日：平成15年9月9日（火）

東

東

横

線

急

綱
島

駅

子母口綱島線

Ａ

交差点

綱島

最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：13分

最大渋滞長：300m

渋滞通過時間：10分

最大渋滞長：700m

渋滞通過時間：16分
最大渋滞長：750m

渋滞通過時間：18分

Ｄ

Ｃ

高
田
町

至

鷹
野
大
橋

至

11



備
　
　
考

【県道子母口綱島の拡幅】用地買収を推進

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

（新吉田地区）　Ｌ＝350ｍ、H10～H19（延伸予定）
　用地取得率：56%、事業進捗率：25%（H19年度末見込）
（新吉田高田地区）　Ｌ＝960ｍ、H12～H23
　用地取得率：64%、事業進捗率：27%（H19年度末見込）
（高田地区）　Ｌ＝210ｍ、H13～H21
　用地取得率：100%、事業進捗率：97%（H19年度末見込）

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

○都市計画道路宮内新横浜線整備
都市計画道路宮内新横浜線（計画幅員22ｍ）の整備
により、綱島街道及び子母口綱島の交通分散化を図
ります。

○県道子母口綱島拡幅事業
県道子母口綱島の拡幅により綱島駅への右折レーン
を設置

○綱島街道の拡幅計画
東京丸子横浜線（計画幅員20ｍ）の整備計画につい
て、「都市計画道路の見直し」の中で検討しています。
見直しの素案（案）における考え方では、存続候補と
し、綱島交差点前後の区間は優先的に着手する路線
（第Ⅰ期H19～H27年頃）としています。

対
策
の
立
案

綱島
交差点

綱
島
駅

綱島駅方向への右折

車が綱島交差点まで

影響

綱島
交差点

右折レーンを設置

【県道子母口綱島拡幅事業のイメージ】

【宮内新横浜線整備　概要】

綱
島
駅

（抜粋）

●東京丸子横浜線（⑪～⑭）については「存続候補」と

し、区内の循環道路および放射道路による道路網の形

成を図るため、優先的に着手してまいります。

綱島街道（東京丸子横浜線）の整備計画について「都市計画道路の見
直し」の中で検討しています。

綱島

【都市計画道路の見直しの進め方】

川崎方面～横浜方面の流れ
　　　　　　　　　現在
　　　　　　　　　将来

【綱島街道の拡幅計画】

都市計画道路の見直しの素案（案）（抜粋）

12



■道路交通の現況

神奈川県横浜市港北区大豆戸町 －

位置図

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

段階番号 路線名

－○

箇所名

－ 62%－

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

83%

対策が必要

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造
阻害を感じる

 区間延長

対策事業者

場　　所

選定
理由

－

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

道路構造

○

平日　1.32
休日　1.35

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

1-6 主要地方道　東京丸子横浜線

概
　
　
要

横浜市

大豆戸交差点 実施（DO）

最大渋滞長、通

過時間が長い

利用者アンケート

環状2号線との交差点であることから、交差点の処理能力を超える交通が集中している。
東京丸子横浜線は、綱島方面へ向かう車線運用が1車線のみであるため、右左折車により直進
車の進行が阻害され旅行速度が低下しやすい。

○
○

道
　
路
　
交
　
通

平日  14.0㎞/h
休日　13.0㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　18,183台/日
休日　18,039台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

データによる現況
（主要地方道東京丸子横浜線）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

写真Ａ 写真Ｂ

写真Ｃ 写真D

大豆戸

菊名４丁目

港北小入口

綱島

大豆戸

交差点

至
新
横
浜

至
師
岡
町

環状２号

至菊名

至綱島

ＡＢ

Ｃ

写真の方向：
調査日：平成9年5月21日（金）

（
主

）
東
京
丸
子
横
浜
線

Ｄ

最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：1分

最大渋滞長：300m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：600m

渋滞通過時間：4分

最大渋滞長：200m

渋滞通過時間：5分

東
京

丸
子

横
浜

線

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

東
京

大
師

横 浜
線

東
京

丸
子

横
浜

線

東京
大

師
横

浜
線

平日　上り

平日　下り

大豆戸交差点

渋滞損失時間

大豆戸交差点

東京丸子横浜線平日（上り） 東京丸子横浜線平日（下り）

旅行速度

※H18年度 平日７時～19時データに基づく

綱
島
付
近

大
豆
戸

菊
名
４
丁
目

港
北
小
入
口

80

60

40

20

0

80

60

40

20

0

綱
島
付
近

大
豆
戸

菊
名
４
丁
目

港
北
小
入
口

綱島

大豆戸

港北小入口

菊名４丁目

176人時/日・km

綱島

港北小入口

菊名４丁目

大豆戸
376人時/日・km

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

13



備
　
　
考

（新吉田地区）　Ｌ＝350ｍ、H10～H19（延伸予定）
　用地取得率：56%、事業進捗率：25%（H19年度末見込）
（新吉田高田地区）　Ｌ＝960ｍ、H12～H23
　用地取得率：64%、事業進捗率：27%（H19年度末見込）
（高田地区）　Ｌ＝210ｍ、H13～H21
　用地取得率：100%、事業進捗率：97%（H19年度末見込）

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

○都市計画道路宮内新横浜線整備
都市計画道路宮内新横浜線（計画幅員22ｍ）の整備
により、綱島街道及び子母口綱島の交通分散化を図
ります。

対
策
の
立
案

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

○綱島街道の拡幅計画
東京丸子横浜線（計画幅員20ｍ）の整備計画につい
て、「都市計画道路の見直し」の中で検討しています。
見直しの素案（案）における考え方では、存続候補と
し、大豆戸交差点前後の区間は優先的に着手する路
線としています。
　川崎側：（第Ⅰ期H19～H27年頃）
　横浜側：（第Ⅱ期H28～H37年頃）

【宮内新横浜線整備　概要】

（抜粋）

●東京丸子横浜線（⑪～⑭）については「存続候補」と

し、区内の循環道路および放射道路による道路網の形

成を図るため、優先的に着手してまいります。

綱島街道（東京丸子横浜線）の整備計画について「都市計画道路の見
直し」の中で検討しています。

大豆戸

【都市計画道路の見直しの進め方】

川崎方面～横浜方面の流れ
　　　　　　　　　現在
　　　　　　　　　将来

都市計画道路の見直しの素案（案）（抜粋）

【綱島街道の拡幅計画】
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－

86% 70%

平日　1.22
休日　0.97

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－- - ○ －

阻害を感じる 対策が必要
選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

－

道路構造

主要地方道　東京大師横浜線

道
　
路
　
交
　
通

平日　16.8㎞/h
休日　27.9㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　39,258台/日
休日　34,537台/日

24h交通量（H19調査）

データによる現況
（主要地方道東京大師横浜線）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

利用者アンケート

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

川崎市

京急大師線踏切付近 実施（DO）

最大の渋滞長、

通過時間が長い

位置図

踏切と交差点が連続しており、主要地方道東京大師横浜線の通行が阻害される。
一日約3.9万台が利用する主要道路であり、交通容量が低下している。

○
○

 区間延長神奈川県川崎市川崎区大師河原2丁目

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

対策事業者

場　　所

1-7

■道路交通の現況

写真A

写真D 写真C

写真B

（下り ）下り ）

京急大師線

踏切付近

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

4536

100
89

121

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

(順位)

⑦京急大師線踏切付近のVICS

渋滞時間は県内でも上位

⑦京急大師線踏切付近

100

121
45

36
89（主

）東
京大

師
横浜

線

VICSデータVICSデータ
神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

横浜生田線

京急大師線踏切付近

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

渋滞損失時間

平日　上り

平日　下り

（主
） 東

京
大

師
横

浜
線

（主
） 東

京
大

師
横

浜
線

京急大師線踏切付近

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

378人時/日・km

京急大師線

踏切付近
262人時/日・km

京急大師線

踏切付近

至川崎

写真の方向：

京
急
大
師
線

至
横
浜

至浮島

国
道
４
０
９
号

至
品
川

大師河原
交差点

（主）東京大師横浜

産
業
道
路
駅

A

B

C

D

緊急対策踏切に該当

・最大遮断時間：18分／時間

・日遮断時間　：4.6時間／日

・遮断交通量：14.3万台時／日

　　　　　　　　工事中
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対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等
○京急大師連続立体交差事業
　京浜急行大師線の京急川崎駅～小島新田駅
までの延長約5kmにおいて、一部ルートを変更
し、ほぼ全線を地下化する。産業道路や国道
409号をはじめとする全15箇所の踏切のうち、
14箇所の踏切がなくなることとなる。

H5年度　都市計画決定
H22年度　踏切除去予定

面
的

対
策

◆　京浜急行大師線連続立体交差事業
平成5年度より京急川崎駅～小島新田駅までの延長約5kmにおいて、一部ルートを変更し、ほぼ全線を地
下化する京浜急行大師線連続立体交差事業を進めています。これにより、全15箇所の踏切のうち、産業
道路や国道409号をはじめとする14箇所の踏切が除却されます。現在は、最も費用対効果の大きい産業
道路（東門前駅～小島新田駅間）を優先的に立体化する段階的整備を進めており、早期に整備効果が発
揮できるように取り組んでいます。

具体的対策

対
策
立
案

個
別
対
策

対策事業概要図

対
策
の
効
果
・
検
証

備
　
　
考

【京急大師連続立体交差事業 期待される効果】

○踏切事故の解消
○交通の円滑化
○交通渋滞の解消
○交通渋滞の解消に伴う環境改善

踏 切 名 称 

① 京急川崎(大)第１ ⑥ 川崎大師第１ ⑪ 東門前第２

② 京急川崎(大)第２ ⑦ ⑫ 東門前第３

③ 港町第１ ⑧ 川崎大師第３ ⑬ 産業道路第１

④ 港町第３ ⑨ 川崎大師第４ ⑭ 産業道路第２

⑤ 鈴木町第１ ⑩ 東門前第１ ⑮ 産業道路第４

川崎大師第２ 
除却される踏切

残存踏切

小島新田駅

港町駅 

川崎大師駅

鈴木町駅 東門前駅 産業道路駅

宮前駅  
（仮称）

 

川崎縦貫道路 

川崎駅東扇島線(国道 132 号)

鈴木町駅港町駅 
大師 JCT

大師橋

国道 409 号

連続立体交差事業区間 L＝約 5.0 km 

 

Ｎ 

 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

京
浜
急
行
線
本
線

国
道
１
５
号

富
士
見
鶴
見
駅
線

大
師
大
島
線

東
京
大
師
横
浜

殿
町
夜
光
線

（
産
業
道
路
）京急川崎駅 

段階的整備区間 L＝約 1.2 km 

１ 

２ 

３ ４ 

５ 
６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

15

京急大師踏切付近
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0.4km

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

○

選定
理由

1-8 主要地方道13号 横浜生田線（新横浜通り）

対策事業者

場　　所

最大渋滞長、通

過時間が長い

渋滞

当該区間は横浜市中心部に位置し、平日5.1万台が利用する主要道路であり、交通容量の不足
が生じている。
浅間下交差点は横浜市の南北を結ぶ（主）横浜生田線と横浜市街地区の主幹線である環状1号
が交差しているため、交差点の処理能力を超える交通が集中している。
三ツ沢方面は、S字カーブで勾配がきつく、走行速度が低下する。

○

○

○

位置図

一般に走行しづ

らい道路構造

Ｈ１８
プローブ
調査結果

○ ○ 93% 71%－ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

 区間延長

降雨など異常気象

により、通行が規制

実施（DO）

段階番号 箇所名

横浜市

浅間下交差点～岡野交差点

道路構造 気象・自然条件

道
　
路
　
交
　
通

平日　16.9㎞/h
休日　16.9㎞/h

路線名

概
　
　
要

旅行速度が低い

神奈川県横浜市西区浅間１丁目～横浜市西区岡野１丁目

渋滞する時間

が長い

○

データによる現況
（主要地方道13号横浜生田線）

渋滞損失時間

が大きい

平日　1.30
休日　1.27

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　50,786台/日
休日　46,396台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

■浅間下交差点

写真A

写真C

写真B

写真D

■道路交通の現況

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

（下り ））

岡野、浅間下を先頭に速度が低下 浅間下を先頭に速度が低下

旅行速度

横浜生田線

平日（上り）

横浜生田線

平日（下り）

高
島
町
●

岡
野
●

浅
間
下
●

三
ツ
沢
Ｉ
Ｃ
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

高
島
町
●

岡
野
●

浅
間
下
●

三
ツ
沢
Ｉ
Ｃ
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

浅間下・岡野

三ツ沢ＩＣ

高島町

岡野
交差点

浅間下
交差点

至国道１号

写真の方向：

至
平
沼
一
丁
目

最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：200m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：350m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：550m

渋滞通過時間：7分

最大渋滞長：200m

渋滞通過時間：10分
最大渋滞長：170m

渋滞通過時間：2分至洪福寺

至横浜駅

至岡野公園

至
三

ッ
沢

（主）横浜生田線

新田間川

青
木
浅
間
線

南
峠
線

環
状
1
号

最大渋滞長：190m

渋滞通過時間：8分

調査日：平成13年11月29日（木）

D
C

A

最大渋滞長：300m

渋滞通過時間：4分

B

浅間下交差点～岡野交差点

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

渋滞損失時間

平日　上り

平日　下り

横浜生田線

浅間下交差点～岡野交差点

横浜生田線

三ツ沢ＩＣ
高島町

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

岡野
三ツ沢ＩＣ

浅間下 高島町

6638人時/日・km
岡野浅間下

2334人時/日・km 4361人時/日・km 340人時/日・km
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対策事業概要図

対
策
立
案

（
参
考

）

個
別
対
策

　新横浜通（都市計画道路山下長津田線）は都市計
画道路として完成しています。これまで、抜本対策とし
て両交差点の連続立体交差化などが検討されていま
すが、現道幅員内での整備が困難であることから実
現に至っていません。今後は引き続きこれらの抜本対
策について再検討するとともに、バスベイ設置などの
速効対策や、荷捌き車対策などのソフト対策について
検討してまいります。
　また、浅間下交差点、岡野交差点を含む新横浜通り
は、「横浜駅周辺大改造計画」の検討エリアに位置づ
けられており、今後同計画と連携した、交通円滑化を
検討してまいります。

平成20年度～
詳細調査・対策検討を実施予定

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等具体的対策

備
　
　
考

○違法駐車対策
　当該地域が駐車違反取締の重点路線に指定されて
いることから、違法駐車による交通の阻害が軽減され
ることが期待される。

○首都高速の料金割引社会実験
　三ツ沢～みなとみらい、三ツ沢～東神奈川
　　　　　　　600円→290円（ピーク時　ETC車のみ）
　今後予定されている距離別料金制度の導入に伴う
社会実験により、ETC車の距離別割引、時間帯別割
引が行われることにより、当該区間の通過交通が高
速道路へ転換することが期待される。新たな距離別料
金による交通の転換も期待される。

平成20年2月　距離別料金社会実験開始（対象：ETC車）
面
的
対
策

【違法駐車対策　概要】

出典）神奈川県警HPより

岡野

浅間下

首都高速の区間割引

三ツ沢

みなとみらい

東神奈川

浅間下

岡野

ETC車割引料金

ピーク時　　　　 600円→290円

オフピーク時　　600円→270円

夜間　　　　　　　600円→240円

【首都高速道路の料金割引社会実験　概要】

（参考）横浜市周辺大改造計画について

岡野

浅間下

■計画策定フロー

■計画検討エリア

■中間報告から抜粋
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神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩井町 －

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要
選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

－

対策事業者

場　　所

1-9 国道1号

－

■道路交通の現況

－ －○

 区間延長

94%

最大の渋滞長、

通過時間が長い

77%

平日　1.86
休日　1.79

道
　
路
　
交
　
通

平日　19.0㎞/h
休日　28.2㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　42,733台/日
休日　36,735台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

データによる現況
（国道1号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞する時間

が長い

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

道路構造

－

平日4.3万台が利用する主要道路であり、交通容量の不足が生じている。特に国道1号の戸塚方
面行きは1車線で、交通容量が小さい。
主要路線相互の交差点であることから、交差点の処理能力以上の交通が集中している。
国道1号が屈曲しているため、走行速度が低下する。
車道の拡幅等により、交通容量を上げる必要がある。

○

○
○
○

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

横浜市

保土ヶ谷橋交差点 実施（DO)

写真A 写真B

保土ヶ谷橋

高島町

不動坂
山谷

写真の方向：

国道１号
保土ヶ谷橋
交差点

１車線で容量が不足

至井土ヶ谷

至
戸
塚

保土ヶ谷橋
交差点

最大渋滞長：600m

渋滞通過時間：10分

最大渋滞長：1450m

渋滞通過時間：10分B

調査日：平成9年5月21日（金）

国道１号

A

至
浜
松
町

保
土

ヶ谷
駅

最大渋滞長：1900m

渋滞通過時間：9分

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

平日　上り
平日　下り渋滞損失時間

保土ヶ谷橋交差点

横浜
生田線 横

浜生田線

保土ヶ谷橋交差点

国道１号平日（上り） 国道１号平日（下り）

旅行速度

※H18年度 平日７時～19時データに基づく

高
島
町

保
土
ヶ
谷
橋

山
谷

不
動
坂

80

60

40

20

0

高
島
町

保
土
ヶ
谷
橋山

谷

不
動
坂

80

60

40

20

0

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

高
島
町

山
谷

不
動
坂

684人時/日・km

保土ヶ谷橋

高
島
町

山
谷

不
動
坂

799人時/日・km
保土ヶ谷橋
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対
策
立
案

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

【狩場工区】

平成18年度

平成19年度
平成20年度

個
別
対
策

○国道1号の改築事業
対策１
【狩場工区事業概要】
事業区間：保土ヶ谷区保土ヶ谷町～狩場町（L=１．２ｋ
ｍ）
事業内容：現道拡幅（W＝２５ｍ）（３車線→５車線）
事業期間：平成２年度～平成２０年度
全体事業費：約１００億円

対策２
【（仮称）保土ヶ谷橋工区】
現道拡幅及び交差点改良について調査・検討中

備
　
　
考

用地取得率：100％
事業進捗率：97％（平成19年度末見込）
戸塚側0.7km供用（保土ヶ谷BP狩場出口～
狩場IC）
橋梁工事、改築工事
歩道橋工事、舗装工事　　全線供用

事業化に向けた調査・検討

対
策
の
効
果
・
検
証

【保土ヶ谷橋交差点における調査・検討内容】

上り横浜方面

約16,000台/日

上り井土ヶ谷方面

約9,000台/日

下り戸塚方面

約15,000台/日

線形不良→速度低下

現在上り２車線、下り１車線
↓

容量不足

R=37.5

【ハード対策】
・上下線とも容量不足のため、車線数の増加が必要
・線形不良及び近接交差点のため、線形改良が必要
【ソフト対策】
・信号サイクルタイム短縮による滞留車両削減が望まし
い（現在150秒）

対策の基本方針 検討に際し留意すべき条件

・国道１号及び交差する環状１号線の
都市計画内容
・今井川の河川改修計画など

【（仮称）保土ヶ谷橋工区】
平成19年度～

狩場工区が一部開通し、狩場ＩＣ周辺の交通が円滑になりました。

狩場IC付近

至戸塚

供用前（平成17年頃） 現在

保土ヶ谷橋工区
Ｌ＝７００ｍ

Ｈ２１着手に向け調査中

（３車→５車）

国道１号狩場工区
Ｌ＝１２００ｍ

Ｈ２０完成予定
３車→５車

保土ヶ谷橋工区
Ｌ＝７００ｍ

Ｈ２１着手に向け調査中

（３車→５車）

国道１号狩場工区
Ｌ＝１２００ｍ

Ｈ２０完成予定
３車→５車

施工中
500m

供用済み
700m

（仮称）保土ヶ谷橋工区
事業化に向け調査中

写真撮影方向

保土ヶ谷橋狩場ＩＣ

狩場出口

【国道1号の改築事業　概要】
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■道路交通の現況

－

○ － ○ ○ － 71%

降雨など異常気象

により、通行が規制

平日　1.95
休日　1.79

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

92%

道
　
路
　
交
　
通

平日　24.1㎞/h
休日　24.1㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　30,438台/日
休日　25,828台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道1号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

場　　所

1-10 国道１号

概
　
　
要

渋滞

選定
理由

渋滞する時間

が長い

不動坂交差点

一般に走行しづ

らい道路構造

－

実施（DO）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

最大の渋滞長、

通過時間が長い

対策事業者

段階番号

渋滞損失時間

が大きい

平日約3万台/日が通過する主要路線であり、交通容量が不足している。
変則の4枝交差点であるため交差点の処理能力が低いが、主要地方道との交差点であるため
それ以上の交通が集中している。
戸塚方面から小田原方面に流入し左折する交通は、急なカーブになるため旅行速度が低下す
る。

○
○

○

神奈川県横浜市戸塚区柏尾町

横浜市

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

 区間延長

旅行速度が低い

道路構造 気象・自然条件

路線名 箇所名

写真A 写真B 写真C

保土ヶ谷橋

高島町

不動坂
山谷

写真の方向： 調査日：平成9年5月22日（土）

（
県

）
瀬
谷
柏
尾
線

至　瀬谷

至
　
保
土

ヶ
谷

不動坂
交差点

C

A

国道１号B

国道1号

至
　
小
田
原

至
　
戸
塚

最大渋滞長：450m

渋滞通過時間：9分

最大渋滞長：850m

渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：750m

渋滞通過時間：18分

最大渋滞長：650m

渋滞通過時間：12分

至　品川至　品川

至　戸塚至　戸塚

平日　上り

平日　下り渋滞損失時間

不動坂交差点

横浜生田
線

横
浜生田

線

不動坂交差点

国道１号平日（上り） 国道１号平日（下り）

旅行速度

※H18年度 平日７時～19時データに基づく

高
島
町

保
土
ヶ
谷
橋

山
谷

不
動
坂

80

60

40

20

0

高
島
町

保
土
ヶ
谷
橋山

谷

不
動
坂

80

60

40

20

0

保
土

ヶ
谷
橋

高
島
町

山
谷

不動坂
463人時/日・km

保
土

ヶ
谷
橋

高
島
町

山
谷

不動坂
808人時/日・km

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

21



具体的対策

権太坂和泉線（名瀬岡津地区）　平成25年度完成予定
　用地取得率：約10%、事業進捗率：約17%（H19年度末見込）
桜木東戸塚線（平戸地区）　平成25年度完成予定
　用地取得率：約72%、事業進捗率：約41%（H19年度末見込）
桜木東戸塚線（名瀬地区）　平成21年度完成予定
　用地取得率：約99%、事業進捗率：約83%（H19年度末見込）

備
　
　
考

面
的
対
策

○都市計画道路権太坂和泉線・桜木東戸塚線整備
　都市計画道路権太坂和泉線及び桜木東戸塚線整
備による県道瀬谷柏尾の交通分散化を図る

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

○不動坂交差点改良
　戸塚大踏切立体化などの影響により、主交通の流
れが変化が想定される。
　現在の主交通：横浜方面～横浜新道方面
　将来の主交通：横浜方面～戸塚方面
　こうした変化を考慮し、当初の地下式立体交差案
から平面交差による交差点改良へと計画の見直し
を行った。
　戸塚方面からの右折レーンを２車線にし、戸塚方
面からの交通円滑化を図る。また交差点前後区間
１．１ｋｍを拡幅し４車線化することにより、交通容量
の増加を図る。

【一般国道１号不動坂工区の事業概要】
事業区間：戸塚区柏尾町～上矢部町（Ｌ＝1.1km）
事業内容：拡幅及び交差点改良（W＝15.5～24m、4車線）
事業期間：平成9年度～24年度
全体事業費：約46億円
用地取得率：約26%、事業進捗率：約30%（H19年度末見込）

H19年度　計画変更、地元調整
H20年度～H24年度　用地買収、改良工事
H24年度　完成供用予定
H26年度　戸塚駅前区画整理（大踏切立体化）完成

対策事業概要図

桜木東戸塚線権太坂和泉線

【不動坂交差点改良　概要】

現況
計画

至　瀬谷

至　保土ヶ谷

至　戸塚

至　小田原

（横浜新道）

右折レーンを２車線

拡幅４車線化

左折レーン設置

【面的対策　概要】

戸塚駅周辺の整備

不動坂

山谷

瀬谷方面～横浜方面の流れ
　　　　　　　現在
　　　　　　　将来

主交通の流れ

43.28

24.66

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

整備前 整備後

万
人

・
時

間
／

年

国道１号の渋滞損失時間

約４割削減

不動坂交差点の整備により、渋滞が緩和され、戸塚駅方面へのア
クセスが向上します。

戸塚駅周辺は、現在区画整理事業によるJR立体化

や再開発事業を実施しており、駅周辺の回遊性が向

上するとともに、公益施設や商業施設の整備により、

拠点としての重要性がますます高まっています。

渋滞損失時間や環境負荷が低減します。

CO2排出削減量　：　約1,118t/年

NOX排出削減量　：　約2t/年

SPM排出削減量　：　約0.2t/年

※推計範囲は事業再評価における費用便益算出エリ

ア約23k㎡

※算出方法、排出量の原単位は「客観的評価指標の

定量的評価指標の算出指標（案）」による。

渋滞損失時間

環境負荷

不動坂周辺の国道１号は戸塚駅を起終点とするバス

が１日約600便通行します。（神奈川中央交通ポーラ

前バス停）

渋滞緩和により、バスの定時運行状況が改善されま

す。

ポーラ前

※不動坂前後の国道１号における推計値

不動坂
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0.23km

杉田～青砥坂は環状3号線と産業道路を結ぶ区間であることから、交通が集中する（平日約
4.8万台/日）。
杉田～青砥坂は近接（約230ｍ）しており、また環状3号線と産業道路を結ぶ織り込み区間とな
るため、交通が輻輳し、走行速度が低下しやすい。
両交差点とも右折車が多い。
交差点流出部にバス停があり、バスの停車の際、後続車に影響を及ぼす。
環状3号線と産業道路の供用に伴い、車線の増設により交通容量を増加させる必要がある。

○

○

○
○
○

－－ ○

平日　25.9km/h
休日　25.3km/h

平日　47,645台/日
休日　40,142台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

－

対策が必要

渋滞

一般に走行しづ
らい道路構造

渋滞損失時間
が大きい

旅行速度が低
い

渋滞する時間
が長い

降雨など異常気象

により、通行が規制

道
　
路
　
交
　
通

概
　
　
要

Ｈ１８
プローブ
調査結果

データによる現況
（国道16号）

選定
理由

－ ○

利用者アンケート

阻害を感じる

横浜国道事務所対策事業者

場　　所

2-1 国道16号

段階

89% 68%

平日　1.71
休日　1.51

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

青砥坂交差点～杉田交差点 実施（DO)

最大の渋滞長、
通過時間が長い

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

番号

 区間延長横浜市磯子区杉田５丁目

道路構造 気象・自然条件

路線名 箇所名

写真B写真A

写真E

■杉田交差点

■青砥坂交差点

写真C

写真D 写真F

■道路交通の現況

写真の方向：

調査日：平成17年11月24日（木）

速度の低下地点が点在

約230m

速度の低下地点が点在

杉田
交差点

最大渋滞長：400m
渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：720m
渋滞通過時間：6分

最大渋滞長：200m
渋滞通過時間：4分

最大渋滞長：230m
渋滞通過時間：6分

最大渋滞長：150m
渋滞通過時間：6分

至
　
金
沢

至 八幡橋

至　洋光台

国道１６号

青砥坂
交差点

環
状
６
号
線

F
E

B
A

至　国道３５７号

CD

青
砥
坂
●

屏
風
ヶ
浦
●

能
見
台
駅
前
●

杉
田
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

青
砥
坂
●

屏
風
ヶ
浦
●

能
見
台
駅
前
●

杉
田
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

旅行速度

国道１６号
平日（上り）

国道１６号
平日（下り）

渋滞損失時間
平日　上り 平日　下り

■:450～ 人時/日・km
■:0～450人時/日・km

至　横須賀

能見台駅前

屏風ヶ浦

青砥坂

杉田

至　横須賀

屏風ヶ浦

杉田

青砥坂

能見台駅前

屏風ヶ浦

杉田

青砥坂

能見台駅前

至　横浜市街 至　横浜市街

1056人時/日・km

547人時/日・km

277人時/日・km

930人時/日・km
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備
　
考

対
策
の
効
果

対
策
の
効
果

面
的
対
策

○横浜横須賀連結地区の暫定対策
・八幡橋バスベイ拡幅
国道16号八幡橋交差点付近に設置されているバス
ベイ幅の拡幅（1.8m→3.0m）
・屏風ヶ浦交差点の右折車線の設置
国道16号屏風ヶ浦交差点に右折専用レーンを設置

Ｈ19年8月　工事完了

Ｈ19年度　関係機関協議および用地買収の継続
　

対策事業概要図

具体的対策

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等
○杉田交差点改良
　杉田・青砥坂交差点間（約500m）を拡幅（W=28m)す
ることにより、交通容量を向上させ、交通の円滑化・
沿道環境の改善を図る。
　環状3号線の供用により、環状3号線～横浜市道磯
子476号線（産業道路）の交通が付加される。平成11
年4月14日には、環状3号線の供用とあわせ右折レー
ン（約300m）を設置した。

個
別
対
策

S62年度　都市計画変更
H01年度　事業着手
H04年度　用地買収着手
H10年度　工事着手
H11年度　右折レーン設置（L=300m）
H15年度　暫定4車化（右折レーン延伸）
H20年度　擁壁工事、舗装工事に着手予定

【杉田交差点改良　概要】

産業道路

横浜環状

３号線

至　横須賀

至　横浜

杉
田
交
差
点
改
良L=500m

標準横断図（単位m）

計画区間
横浜市磯子区杉田５丁目～
　　　　同市金沢区富岡東１丁目

規格 第４種第１級
設計速度 60km/h
延長 約500m

横浜環状3号線
取付け前

横浜環状3号線
取付け後～現況

完　　成

【杉田交差点改良　効果の予測】

○慢性的な交通渋滞の解消：交差点通過時間　７分短縮（８分→１分）
○沿道環境の改善：CO2年間排出量　２５％減
○横浜市内臨海部と内部のアクセス強化による地域経済の活性化

整備後の渋滞長および交差点通過時間比較

【横浜横須賀連結地区の暫定対策 　概要】

屏風ヶ浦交差点　右折車線設置

【八幡橋バスベイ拡幅　効果】
○バス停車時の滞留長の解消、後続車はスムーズに走行
○急な車線変更がなくなり事故の危険性が軽減

施工前 施工後

八幡橋バスベイ拡幅

屏風ヶ浦交差点

八幡橋交差点

八幡橋バス停

杉田交差点

青砥坂交差点

至 吉野町

至 日野

至 本牧
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3.5㎞

降雨など異常気象

により、通行が規制

一般に走行しづ

らい道路構造

Ｈ１８
プローブ
調査結果

－ － － － 88% 69%

データによる現況
（国道16号） 平日　1.22

休日　1.05

国道16号

神奈川県横須賀市吉倉町～横須賀市追浜1丁目

概
　
　
要

最大の渋滞長、

通過時間が長い

渋滞

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

道路構造

○ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

 区間延長

段階

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

気象・自然条件

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

道
　
路
　
交
　
通

平日　23.2㎞/h
休日　20.0㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　43,635台/日
休日　34,900台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

位置図

場　　所

3-1

平日約4.4万台/日が通行する主要路線であるが、トンネルの内空(幅員等）が狭いトンネルが連
続していることから、走行速度の低下が発生している。
幅員の拡幅等を伴うトンネル改修が必要である。

○

○

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

吉倉町～追浜町 計画（PLAN）

対策事業者

移
動
性
阻
害
要
因

現況

新浦郷トンネル（外回り）

W=0.8ｍ

新田浦トンネル（外回り）

W=1.5ｍ

現況

新浦郷トンネル（外回り）

W=0.8ｍ

新浦郷トンネル（外回り）

W=0.8ｍ

新田浦トンネル（外回り）

W=1.5ｍ

新田浦トンネル（外回り）

W=1.5ｍ

高さ制限があり、幅員が狭いトンネル区間が連続する

■道路(トンネル）の現況

トンネル区間が連続 トンネル区間が連続

旅行速度

国道１６号

平日（上り）

国道１６号

平日（下り）

渋滞損失時間
平日　上り 平日　下り

至　三浦 至　横浜

至　三浦 至　横浜

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

追浜町

吉倉町

船越１

NN

追浜町

追浜町

吉倉町

N

　　　：幅員の狭いトンネル

吉
倉
町
～

追
浜
町

追
浜
町
●

吉
倉
町
●

船
越
１
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

追
浜
町
●

吉
倉
町
●

船
越
１
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

横
須

賀
三

崎
線

横
須

賀
三

崎
線

追浜町
555人時/日・km

船越１
1154人時/日・km

吉倉町
160人時/日・km 追浜町

373人時/日・km

船越１
1972人時/日・km

吉倉町
70人時/日・km
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対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

○横須賀地区トンネル改修（H18新規事業化）
　横須賀市吉倉町～横須賀市追浜町の老朽化の進
んでいるトンネルのうち、抜本的な対策の必要が高い
トンネルを４箇所を対象に、改修整備を行う。
　内空の拡大等を伴う改修整備により、交通の安全性
の確保や円滑化を図る。

Ｈ１８　新規事業化
　　　　地質調査及び測量着手
Ｈ１９　詳細設計
Ｈ２０　用地調査着手予定

備
　
　
考

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策 対

策
の
効
果
・
検
証

　凡例

計画

現況

【横須賀地区トンネル改修 概要】

新浦郷ＴＮ（外回り）

Ｌ＝０．１３ｋｍ

新船越ＴＮ（外回り）

Ｌ＝０．１ｋｍ

新田浦ＴＮ（外回り）

Ｌ＝０．１２ｋｍ

新吉浦ＴＮ（内回り）

Ｌ＝０．２６ｋｍ

横須賀地区トンネル改修の効果
　トンネル断面を拡幅することで道路構造としての適切な幅員を確保でき
　特に大型車の移動性向上や安全性の確保が図られる。

現況断面

拡幅断面

現況は右側車線は車両制限

大型車の接触による損傷跡
現況は右側車線は車両制限

大型車の接触による損傷跡

新浦郷トンネル（外回り） 新吉浦トンネル（外回り）

船越トンネル（外回り） 新田浦トンネル（外回り）
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神奈川県横須賀市衣笠栄町1丁目 －

Ｈ１８
プローブ
調査結果

降雨など異常気象

により、通行が規制

一般に走行しづ

らい道路構造

79%

渋滞する時間

が長い

最大の渋滞長、

通過時間が長い

－ ○ ○

平日　2.10
休日　1.95

95%

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

位置図

データによる現況
(県道26号（横須賀三崎））

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい

○

旅行速度が低い

－ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

実施（DO）

道路構造

神奈川県

気象・自然条件

県道26号（横須賀三崎）

渋滞

衣笠十字路交差点

 区間延長

対策事業者

3-2

場　　所

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

道
　
路
　
交
　
通

平日　9.3㎞/ｈ
休日　19.1㎞/ｈ

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　24,013台/日
休日　20,982台/日

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

○

○

三浦半島の主要な幹線道路である、県道26号(横須賀三崎)と県道27号(横須賀葉山)の交差点
であるため交通が集中する。
葉山方向では、JR衣笠駅が近く、駐停車車両等の影響による先詰まりが渋滞の原因となってい
る。

移
動
性
阻
害
要
因

写真A

写真C

写真B

■道路交通の現況

写真C 写真D

VICSデータVICSデータ

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

105

当該地点の渋滞時間は

県内でも上位（105位）

渋滞損失時間

平日　上り 平日　下り

至　三浦

至　横浜

至　三浦

至　横浜

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

衣笠十字路交差点 衣笠十字路交差点

衣笠十字路交差点

757人時/日・km 617人時/日・km

衣笠十字路
交差点

最大渋滞長：200m
渋滞通過時間：6分

最大渋滞長：700m
渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：750m
渋滞通過時間：11分

最大渋滞長：300m
渋滞通過時間：5分

至横須賀

至
葉
山

至
久
里
浜

県道27号(横須賀葉山) 県
道
2
6
号

（
横
須
賀
三
崎

）

写真の方向：

A

C

D

B

調査日：平成19年3月13日

右折車線がない

右折車線長が不足

JR横須賀線

県
道 26号

（横
須

賀
三

崎
）

県
道 26号

（横
須賀

三
崎

）

至三崎
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備
　
　
考

面
的
対
策

○(都)久里浜田浦線の整備
　 横浜横須賀道路の衣笠ＩＣから県道27号(横須賀葉
山)へ至る、事業延長約3.2kmの道路新設(4車線)整
備。

○　平成12年3月に三浦縦貫道路から横浜横須賀道路の
　衣笠ＩＣの延長約0.3kmにおいて供用を行った。
○　平成18年4月に(都)坂本芦名線から(都)金谷駿河坂
　線の延長約0.4kmにおいて供用を行った。
○　平成19年9月に(都)坂本芦名線から県道27号(横須賀
　葉山)の延長約1.3kmにおいて供用を行った。
○　未供用区間の三浦縦貫道路～金谷駿河坂線の延長
　約1.2kmについては、H23年度の供用を予定している。

対策事業概要図

具体的対策

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

【（都）久里浜田浦線 概要】

【平面図】

至　久里浜

至　横浜

横須賀

葉山

N

至　芦名

至　横須賀

京急安浦

堀ノ内駅

京急大津駅

衣笠駅

衣笠IC

北久里浜駅

京急久里浜線

横須賀IC

（
都

）
坂
本
芦
名
線

三
浦
縦
貫
道
路

横浜横須賀道
佐原IC

国
道
１
３
４
号

県
道
２
６
号

（
横
須
賀
三
崎

）

県道２７号（横須賀葉山）

JR横須賀線

（
都

）
金
谷
駿
河
坂
線

事業区間 L=約3.2Km

供用済区間

L=約0.3Km

東京湾
国道16号

供用済区間

L＝約0.4Km

H1９．９供用

L＝約1.3Km

衣笠十字路交差点（単位：ｍ）22.0

3.50.53.253.25
1 0

3.253.250.53.5

（歩道） （車線） （車線） （車線） （車線） （歩道）

【標準横断図】
至　三崎

至　葉山

未供用区間

L=約1.2Km

○　19年9月に部分供用を開始した、(都)坂本芦名線から県道27号(横須賀葉山)
　の状況。(供用開始当日)

【対策事業の効果見込み】

○　県道27号(横須賀葉山)と並行する、(都)久里浜田浦線を整備することにより、
　交通の分散が図られ、渋滞の緩和が見込まれる。

《(都)坂本芦名線付近から北側を望んだ写真》 《県道27号(横須賀葉山)との交差点付近の写真》
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■道路交通の現況

－

降雨など異常気象

により、通行が規制

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

86%

対策が必要

原宿交差点は国道1号と環状4号が交差する交差点であり、藤沢・湘南以西と横浜以東を結ぶ
交通が1日約10万台（国道1号から約7万台、環状4号から約3万台）集中し、著しい交通容量不
足により県内ワースト１（渋滞損失時間最大約2,100人時／km日）の渋滞が発生している。
当該交差点の前後区間は高規格なバイパス（東側：横浜新道、西側：藤沢バイパス）として整備
済みであるが、当該交差点付近は連続する信号交差点となっており、交通の集中とあわせて著
しく低い走行速度（平日ピーク時12.1km/h）となっている。
地域の交通流を分散するとともに、当該交差点の交通容量を上げる必要がある。

○

○

○

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

 区間延長

選定
理由

道路構造 気象・自然条件

平日　1.64
休日　1.73

利用者アンケート

阻害を感じる旅行速度が低い
渋滞する時間

が長い

最大の渋滞長、通

過時間が長い

渋滞

○ ○ ○ 97%

道
　
路
　
交
　
通

平日　12.1㎞/h
休日　21.4㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　68,761台/日
休日　75,252台/日

24h交通量（H19調査）
データによる現況

（国道1号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

場　　所

4-1 国道１号

概
　
　
要

位置図

神奈川県横浜市戸塚区原宿2丁目

－ －○

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

原宿交差点 実施（DO)

段階

対策事業者

平日　上り
至　品川

至　茅ヶ崎

原
宿

吹
上

戸
塚
警
察
署

影
取
町

写真A

写真C

写真B

原宿

平日　下り

原
宿

至　品川

至　茅ヶ崎

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

旅行速度

国道１号

平日（上り）

国道１号

平日（下り）

原宿を先頭に速度低下が終日

断続的に発生

原宿を先頭に速度低下が終日

断続的に発生

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

藤
沢B

P

　
　

出
口
●

影
取
町
●

原
宿
●

吹
上
●

戸
塚

警
察
署
●18時台

17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

藤
沢B

P

　
　

出
口
●

影
取
町
●

原
宿
●

吹
上
●

戸
塚

警
察
署
● 18時台

17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

藤
沢B

P

　
　

出
口
●

影
取
町
●

原
宿
●

吹
上
●

戸
塚

警
察
署
●18時台

17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

藤
沢B

P

　
　

出
口
●

影
取
町
●

原
宿
●

吹
上
●

戸
塚

警
察
署
●

渋滞損失時間

原宿

交差点

至　阿久和町

国道１号

至　六浦

写真の方向：

A

B

C

調査日：平成19年10月16日（火）

環
状
4
号

至
　
保
土
ヶ
谷

吹
上

戸
塚
警
察
署

影
取
町

影取町

藤沢BP出口

戸塚警察署

吹上

12,145台/日

26,799台/日

12,488台/日
30,936台/日

至　藤沢

至　保土ヶ谷

至　阿久和町

至　保土ヶ谷

藤
沢出

口BP

藤
沢出

口BP

最大渋滞長：900m

渋滞通過時間：16分

最大渋滞長：2,600m

渋滞通過時間：19分最大渋滞長：580m

渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：1,850m

渋滞通過時間：13分

至
　
藤
　
沢

2092人時/日km 1224人時/日km
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対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等
○原宿交差点改良

　国道１号と環状４号（主要地方道原宿六浦線、一般県道阿久

和鎌倉線）との交差点を立体化し、国道1号の原宿交差点を通

過する交通の約80%を占める直進車をアンダーパスにより分離

する。これにより、直進車を多く通過させることができる。

　また本地点の交通容量が上がることにより、横浜市の放射・

環状方向の円滑な交通が確保される。

昭和62年度：事業着手

平成3年度：用地買収着手

平成17年度：工事着手

平成19年度：車道切り替え及びトンネル本体工事着手

平成20年2月：下り線アプローチ部　掘削・構築工着手

　　　　　　3月：下り線交差点部　トンネル（ハーモニカ）推進工着手

　　　　　　7月：下り線交差点部　トンネル（ハーモニカ）内部躯体工着手

　　　　　12月：下り線舗装・トンネル設備工

平成20年度：上り線供用予定

平成21年度：下り線供用予定

①横浜湘南道路

横浜市栄区田谷町～ 藤沢市城南１丁目の区間に渡る延長約

7.5kmの自動車専用道路

②横浜環状南線

横浜横須賀道路釜利谷JCT～国道1号吹上交差点付近を結ぶ

延長約8.9kmの自動車専用道路

対策事業概要図

具体的対策

備
　
　
考

平成12年7月　都市計画決定

平成13年2月　測量・地質調査着手

平成13年　　　 事業化

平成15年2月　用地買収着手

平成17年6月　工事着手（縦坑）

平成27年度　　開通予定

平成11年度　工事着手

平成27年度　開通予定

個
別
対
策

対
策
の
効
果
・
検
証

面
的
対
策

【原宿交差点改良 概要】 現在の施工状況

（H20年3月撮影）

国道1号

原宿交差点

川崎方面

藤沢方面

原宿交差点立体化の効果
　○年間約100億円の渋滞損失を削減
　○原宿交差点の通過時間が最大約30分短縮
　○渋滞に起因する交通事故が減少
　○自動車の走行速度の上昇で年間600tCO2の排出削減

【横浜湘南道路・横浜環状南線】

〔原宿第二歩道橋より藤沢方面を望む〕

〔原宿見える館より作業帯を望む〕

立体化工事に本格的に着手

作業帯にて鋼矢板の打ち込みを行い、掘削

作業の準備を進めています

ハーモニカ推進工法
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神奈川県平塚市榎木町８ －

○
○
○

渡河断面のため交通が集中する。
車線数の減少(4→2）により、交通容量が低下する。
当該交差点は側道付きの変側的な形状であり、複雑な信号現示となり、交通容量が低下してい
る。

道
　
路
　
交
　
通

平日　11.6km/h
休日　11.4km/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　36,805台/日
休日　28,372台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道1号）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

段階

5-1 国道１号

概
　
　
要

①横浜国道事務所　②神奈川県

工業団地入口交差点 実施（DO）

最大の渋滞長、

通過時間が長い

渋滞

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

対策事業者

場　　所

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要
一般に走行しづ

らい道路構造

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

Ｈ１８
プローブ
調査結果

－ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

○ ○ － ○

位置図

番号 路線名 箇所名

平日　2.19
休日　1.94

74%

選定
理由

 区間延長

95%

渋滞する時間

が長い

写真D

写真A

写真C

写真B

■道路交通の現況

工業団地入口

交差点

至
　
今
宿

国道１号

相
模
川

馬入橋

馬入

交差点

最大渋滞長：1500m

渋滞通過時間：11分

至
　
平
塚

写真の方向：

A D

B

調査日：平成14年5月22日（水）

8車線 2車線4車線

速度の低下地点が点在速度の低下地点が点在

C

（
市

）
馬
入
1
号

（
市

）
馬
入
本
町
4
号

至
小
田
原

渡河断面が片側1車線と

なり、交通容量が不足

最大渋滞長：300m

渋滞通過時間：8分

旅行速度

国道１号

平日（上り）

国道１号

平日（下り）本
村
●

花
水
橋
●

工
業
団
地
入
口
●

産
業
道
路
入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

工
業
団
地
入
口
●

本
村
●

産
業
道
路
入
口
●

花
水
橋
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

平日　上り 平日　下り
■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

工
業
団
地
入
口

産
業
道
路
入
口

本
村花

水
橋

相
模
川

藤
沢
Ｉ
Ｃ

大
磯
駅
入
口

相
模
川

工
業
団
地
入
口

産
業
道
路
入
口

本
村花

水
橋

藤
沢
Ｉ
Ｃ

大
磯
駅
入
口

本村

花水橋 工業団地入口

産業道路入口
最大渋滞長：400m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：750m

渋滞通過時間：13分

至　小田原市

至　横浜市

至　小田原市

至　横浜市

142人時/日・km602人時/日・km

31



対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

対策事業概要図

具体的対策

個
別
対
策

面
的
対
策

①  新湘南BP
藤沢市城南～ 中郡大磯町大磯の区間にわたる約
15.1kmの自動車専用道路。
藤沢・西湘バイパスを一つにつなぎ、茅ヶ崎・平塚地
域の渋滞を緩和する。

②　国道134号湘南大橋4車線化
　柳島交差点から高浜台交差点までの延長約1.2km
　の現道拡幅(4車線)整備(湘南大橋2車線増設)。

①　新湘南BP
・II期区間（茅ヶ崎市下町屋－中郡大磯町大磯地先：
6.7km）
昭和63年9月：都市計画決定
昭和63年度：茅ヶ崎西I.C－茅ヶ崎海岸I.C区間用地着手
平成3年度：同区間工事着手
平成7年12月：同区間完成供用。
平成32年度：供用予定

② 国道134号湘南大橋4車線化
平成21年度の供用を予定している。

備
　
　
考

対
策
の
効
果
・
検
証

①【新湘南BP 概要】

①【国道134号(湘南大橋4車線化) 概要】

新湘南バイパス　L=約15.1km

平成７年12月供

Ⅱ期区間（事業中）

　L=約15.1km

Ⅰ期区間　L＝6.4km

（昭和63年３月供用）

L=約1.2km

有料道路区間L=8.6km

大磯町 平塚市

寒川町

茅ヶ崎市

藤沢市

鎌倉市

藤沢IC

平塚IC（仮）

大磯IC（仮）

茅ヶ崎

海岸IC

茅ヶ崎西

茅ヶ崎中央西久保JCT（仮）

工業団地入口交差点

凡　例

一般国道

事業中

管理区間外

主要地方道

有料道路

　新湘南バイパスは、当該地域の広域幹線道路網を形成しており、新湘南バイパ
スの整備により横浜湘南道路、西湘バイパスと連絡する。

　①　新湘南バイパス

②　国道134号湘南大橋4車線化

　 馬入橋より下流側の渡河断面が増えることにより、国道1号から国道134号への
交通転換が図られ、工業団地入口交差点の渋滞緩和が見込まれる。

【対策事業の効果見込み】

3.25 3.250.50.5 3.0
(車線)

10.5

(車線) (歩道)

新橋

国道134号

国道1号 新湘南バイパス

(m)

【標準横断図】

湘南大橋4車線化 L=約1.2km

湘南大橋 L=約0.7km

柳島交差点

工業団地入口交差点

高浜台交差点

湘南大橋

【平面図】

計画区間 藤沢市城南～ 中郡大磯町大磯
規格 第１種第３級
設計速度 80km/h
延長 15.1km
車線数 ４車線

横浜と湘南地域および西湘地域の連結強

化を図るとともに、主に通過交通を受け持

つことにより一般国道1号等との交通の適

切な分担を実現し、交通混雑の緩和を図

る

■工業団地入口交差点付近への効果

○交通分散化による交通混雑の緩和
　本路線の全線供用により、広域の旅行速度が
改善され、対象区間における所要時間の大幅な
短縮が図られる。

○茅ヶ崎市内の一般国道1号のバイパス的な役
割を担うI期区間供用後、国道１号の茅ヶ崎駅前
の交通量がバイパス供用前に比べて１割弱減
少（約29,500台／日→約27,100台／日）し、その
結果、茅ヶ崎駅前を中心とする国道1号の渋滞

緩和及び旅行速度の向上が図られている。

工業団地入口交差点

NOｘ・・・年間約７.６t削除

（東京都を走行する大型車に換算すると
約2.5万台に相当）

CO2・・・年間約４，６８０t-CO2削除

（森林約442haの二酸化炭素吸収量に相当）

（日比谷公園（約16ha）の面積の約２８倍に相当）

SPM・・・年間約４.０t削除

（500mlペットボトル約40,000本分に相当）

約２８倍

約２.５万台

約４.０万本

NOｘ・・・年間約７.６t削除

（東京都を走行する大型車に換算すると
約2.5万台に相当）

CO2・・・年間約４，６８０t-CO2削除

（森林約442haの二酸化炭素吸収量に相当）

（日比谷公園（約16ha）の面積の約２８倍に相当）

SPM・・・年間約４.０t削除

（500mlペットボトル約40,000本分に相当）

約２８倍

約２.５万台

約４.０万本

【標準断面図】

国道134号（下り線） 国道134号（上り線）

車道部 車道部
自歩道地域内道 路

（相模川右岸 ～国道 １ ２９ 号）

自
歩
道

3.5 7.5

1.0　 　7.0 　　3.0　　 7.0 　 1.0　

19.0

歩
道

7.5 3.0

【標準断面図】

国道134号（下り線） 国道134号（上り線）

車道部 車道部
自歩道地域内道 路

（相模川右岸 ～国道 １ ２９ 号）

自
歩
道

3.5 7.5

1.0　 　7.0 　　3.0　　 7.0 　 1.0　

19.0

歩
道

7.5 3.0
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3.0㎞

Ｈ１８
プローブ
調査結果

選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－

位置図

段階

69%

 区間延長

対策が必要

評価（CHECK)

反映（ACTION）

利用者アンケート

神奈川県横浜市青葉区荏田町～横浜市青葉区市ヶ尾町

新石川交差点～江田駅東交差点～市ヶ尾交差点

92%

主要幹線道路相互の交差点が多いこと、高速道路のインターに近接していることから、交通が
集中している（平日約5.9万台/日）。
本区間には右折車線がない、もしくは右折車線長が不足している交差点が多く、交通容量を低
下させている。
江田駅のロータリーが小さく、国道246号にまで滞留が伸び交通を阻害している。
交通容量を向上させる対策が必要である。

○

○

○
○

移
動
性
阻
害
要
因

最大の渋滞長、

通過時間が長い

番号 路線名 箇所名

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
阻害を感じる

6-1 国道246号

概
　
　
要

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

－○

対策事業者

場　　所

○ ○ ○

渋滞

川崎国道事務所

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

道
　
路
　
交
　
通

平日　14.0㎞/h
休日　23.0㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　58,946台/日
休日　55,591台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道246号）

旅行速度が低い
渋滞する時間

が長い

平日　1.50
休日　1.50

写真の方向：

写真B 写真C

■江田駅東交差点

■道路交通の現況

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

調査日：平成18年2月8日（水）

速度の低下地点が点在

特に江田駅東を先頭に速度が低下

至　渋谷

至　厚木

C

新石川
交差点

国
道
2
4
6
号

（主）新横浜元石川線

至　厚木

江田駅東

交差点

至
　
元
石
川

最大渋滞長：210m

渋滞通過時間：6分

最大渋滞長：100m

渋滞通過時間：7分

最大渋滞長：1100m

渋滞通過時間：10分

至
　
港
北
ニ

ュ
ー

タ
ウ
ン

B

A

C

国
道
2
4
6
号

江田駅前

ロータリー

（主）日吉元石川線

写真A

東
名
高
速
道
路

速度の低下地点が点在

特に江田駅東を先頭に速度が低下

至
　
元
石
川
町

新
石
川
●

市
ヶ
尾
●

江
田
駅
東
●

荏
田
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

新
石
川
●

市
ヶ
尾
●

江
田
駅
東
●

荏
田
町
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

旅行速度

国道２４６号

平日（上り）

国道２４６号

平日（下り）

至　厚木 至　世田谷

至　厚木
至　世田谷

平日　上り 平日　下り

渋滞損失時間 ■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

新石川

荏田町

江田駅東

市ヶ尾

至
　
日
吉

最大渋滞長：40m

渋滞通過時間：2分

最大渋滞長：100m

渋滞通過時間：2分

最大渋滞長：400m

渋滞通過時間：4分

新石川
181人時/日・km

市ヶ尾
472人時/日・km

江田駅東
1453人時/日・km

荏田町
314人時/日・km

新石川
64人時/日・km

市ヶ尾
886人時/日・km

江田駅東
1577人時/日・km

荏田町
982人時/日・km
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立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

○新石川交差点立体化事業（H18.3月完成）
　一般国道246号と都市計画道路日吉元石川線が交
差する新石川交差点付近では標準幅員41.9mを確保
し、円滑な交通が確保できるよう立体化を行うととも
に、歩道の整備を行う。立体部分を除いた区間では
標準幅員30mを確保し、車道の整備と幅の広い歩道
の整備を行う。
○江田駅東交差点対策
　地元関係者と現地診断を実施し、右折渋滞ならびに
交通事故軽減に向け、右折レーン延伸対策に着手す
る。

H7年度　　 事業着手
H18年3月　完成
H19年度　　右折レーン延伸に着手

H19年度　 江田駅東交差点対策に着手
　　　　　　　（上り線右折レーンの延伸）

対策事業概要図

具体的対策

面
的

対
策

備
　
考

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

【新石川交差点立体化 概要】

区　　　　　　間

都市計画決定

事　業　着　手

延長及び幅員

道　路　規　格

設　計　速　度

立体部 本線 4車線（片側2車線） 側道 2車線（片側1車線）

平面部 4車線（片側2車線）

S.55.1.22

Ｈ７年度

L=約1.9km　W=立体部 41.9m　W=平面部 30.0m

第4種第1級

V=60km/h

車　　 線　　 数

横浜市都筑区牛久保町～　横浜市青葉区荏田町

【新石川交差点立体化事業の効果】

新石川交差点立体化開通から1年　立体化の効果が定着化（H19.3）

荏田綱島線の新石川交差点の通過時間　７～１０分　削減
国道246号の事故件数　５割減（交通量　1割増）
周辺の抜け道の事故件数　３～６割減（交通量　1割減）

新石川立体が右折可能となったことにより、交通アクセスが大幅に向上
　　→上下線ともに現状50m右折レーン長では不足し、右折滞留車による直進レーンへの阻害

新たな問題発生の確認

　右折レーンの延長　20m～50ｍ延伸新たな問題への対応

　　　　　　　　　　開通前　　　　　　　　開通後

　事故件数　　　H17.3～H17.12　H18.3～H18.12

　交通量調査　 H18.02.08　　　　 H19.02.01

　プローブ調査データ

　開通前　H17.12.11（日）

　開通後　H19.01.28（日）

右折車による直

進車の阻害状況

横断図

至　

厚
木

至　

渋
谷

駅前のフリー右折を信号制御

することにより右折車両と直進
車との事故の低減が可能。

現状60mの右折レーンを
190mに延伸し、右折車両に

よる直進車阻害を無くす。

至　

厚
木

至　

渋
谷

至　

厚
木

至　

渋
谷

駅前のフリー右折を信号制御

することにより右折車両と直進
車との事故の低減が可能。

現状60mの右折レーンを
190mに延伸し、右折車両に

よる直進車阻害を無くす。

〔江田駅東交差点対策〕

江田駅東交差点

東名高速道路の橋脚に挟ま

れ容易な車線増が困難

手前： 渋谷方面

江田駅

東名高速道路

東急田園都市線江田駅ロー

タリと接続し、信号が連続

右折レーン長が不足し直

進車両を阻害
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3.2㎞

本区間は伊勢原市の中心部に位置し、主要幹線道路の交差点が多い区間であることから交通
が集中し（平日約3.6万台/日）ているが、国道246号が往復2車線の区間であるため、交通容量
が不足している。
伊勢原交差点がクレスト部（両方からの登り坂の頂上）となっており、大型車の発進遅れが大き
く、速度低下の要因となっている。
伊勢原市の東西方向の交通が分担できる幹線道路が少なく、市街地に用のない通過交通も国
道246号を利用していると考えられる。

○

○

○

93% 72%

神奈川県伊勢原市伊勢原4丁目～伊勢原市坪ノ内

利用者アンケート

一般に走行しづ

らい道路構造

－－○ ○ ○ ○

対策事業者

場　　所

最大渋滞長、通

過時間が長い
選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

渋滞

横浜国道事務所

阻害を感じる

7-1 国道246号

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

段階

概
　
　
要

番号 箇所名

道
　
路
　
交
　
通

平日　13.2㎞/h
休日　17.8㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　35,946台/日
休日　34,526台/日

24h交通量（H19調査）
データによる現況

（国道246号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

市役所入口交差点～桜坂交差点 実施（DO）

路線名

平日　1.80
休日　1.68

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

対策が必要

 区間延長

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

写真A 写真C写真B

■道路交通の現況

旅行速度

国道246号

平日（上り）
国道246号

平日（下り）北
ノ
根
●

名
古
木
●

桜
坂
●

市
役
所
入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

北
ノ
根
●

名
古
木
●

桜
坂
●

市
役
所
入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

平日　上り 平日　下り
■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km
渋滞損失時間

至　山北町

至　厚木

至　山北町
至　厚木

名古木
北ノ根

名古木
北ノ根

北
ノ
根桜

坂名
古
木

市
役
所
入
口

桜坂～伊勢原までは、

上り勾配になっている。

市役所入口交差点付近では、上下方

向とも、交通は円滑に流れている。

伊勢原交差点はクレスト（凸

部)に位置しており、大型車

が発進する際などに速度低

下が見られる。

写真の方向：

至

渋

谷

至　東名伊勢原バス停 至　ケ瀬

至　伊勢原IC至　伊勢原駅

至　東名伊勢原バス停

至　伊勢原駅 至　伊勢原IC至　鶴巻温泉

至

山

北

町

至

厚

木

至　宮ヶ瀬

調査日：平成19年10月31日（水）

市役所入口～伊勢原ま

で、上り勾配となってい

る。

桜坂

交差点

伊勢原

交差点
市役所入口

交差点

B

A

12,991台/日

最大渋滞長：800m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：240m

渋滞通過時間：6分

5,196台/日

最大渋滞長：270m

渋滞通過時間：1分

14,253台/日

最大渋滞長：370m

渋滞通過時間：5分

6,913台/日12,663台/日

4,907台/日

最大渋滞長：180m

渋滞通過時間：3分

最大渋滞長：180m

渋滞通過時間：1分

5,611台/日

14,506台/日

14,775台/日

最大渋滞長：170m

渋滞通過時間：1分

最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：6分

4,027台/日

最大渋滞長：690m

渋滞通過時間：2分

最大渋滞長：180m

渋滞通過時間：4分

C

桜坂
162人時/日・km

市役所入口
1911人時/日・km

桜坂
387人時/日・km

市役所入口
606人時/日・km
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現在の進捗状況と今後の予定等

対策事業概要図

具体的対策

H08年度　都市計画決定
H10年度　事業化（伊勢原北IC～伊勢原西IC）
H13年度　事業化（厚木IC・JCT～厚木北IC）
　　　　　　　工事着手（厚木IC・JCT）
H14年度　事業区間延伸（伊勢原市西富岡～伊勢原市北IC）
H19年度　伊勢原地区：調査設計・用地買収の促進
　　　　　　　厚木地区：調査設計・工事の促進

個
別
対
策

面
的
対
策

○厚木秦野道路
厚木市中依知～ 秦野市八沢の区間にわたる延長約
29.1kmの自動車専用道路。
国道246号の交通の流れを円滑にするとともに、第一
東海自動車道（東名高速道路）・第二東海自動車道・
さがみ縦貫道路などと一体となって広域的・地域的交
通の役割を担う。

備
考

対
策
の
効
果
・
検
証

【厚木秦野道路 概要】

市役所入口交差点～桜坂交差点

計画区間 厚木市中依知～ 秦野市八沢

規格 第１種第３級

設計速度 80km/h

延長 約29.1km

車線数 ４車線

国道246号の通過交通を分担させ、国

道246号の交通渋滞の緩和を図る。

【厚木秦野道路による効果（予測）】

各地への所要時間が短縮されるとともに、通過交通が
通過していた国道246号の混雑が解消され旅行速度が
改善する他、緊急時の代替路の確保、周辺環境の改善
（CO2、NOx、SPMの減少）の効果が見込まれる。

※交通量、平均旅行速度は、整備前はH17センサス値、整備後は推計値。

※算出区間は、厚木市、伊勢原市の国道246号。

出展：一般国道246号厚木秦野道路（再評価）　平成19年10月16日　関東地方整備局

市役所周辺～桜坂交差点

厚木秦野道路

森林約770haの二酸化炭素吸収量に相当
日比谷公園（約16 ha）の面積の約50倍に相当

削減量
８２００トン

削減量
８２００トン

 
日比谷公園 ×５０

注）植林によるCO2排出量は10.6ｔ-CO2/ha/年とした
出典）「土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド

・プラクティス・ガイダンス」

■ＣＯ２排出量

■ＮＯｘ排出量 ■ＳＰＭ排出量

ペットボトル 約18000本に相当

削減量
１．８トン
削減量

１．８トン

 

注）SPM削減量を500mlペットボトルに換算（SPM100g=500ml）
出典）「東京都環境局自動車公害対策部」

削減量
１９トン
削減量
１９トン

大型車に換算すると厚木市から伊勢原市を
往復１５００回・台／日に相当

注）大型車1台が40km/hで走行するときの排出量(2.37g/km・台)として換算
出典）「国道技術政策総合研究所資料」

周辺環境の改善に関する効果

28,000
25,500

12,100

7,800

10,000

20,000

30,000

40,000

整備前 整備後

(台／日)

大型車

大型車

小型車
小型車

40,100

33,300

厚木市、伊勢原市内 国道２４６号

交通量

6,800台/日減

19.9
24.9

5

10

15

20

25

30

整備前 整備後

(km／ｈ)

厚木市、伊勢原市内 国道２４６号

平均旅行速度

5km/h向上
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－

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

川崎市

京急大師線踏切付近 実施（DO）

最大渋滞長、通
過時間が長い

対策事業者

場　　所

道
　
路
　
交
　
通

平日　20.1㎞/h
休日　19.5㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　19,463台/日
休日　17,305台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道409号）

8-1 国道409号

阻害を感じる

 区間延長神奈川県川崎市川崎区大師駅前1丁目

利用者アンケート

対策が必要

渋滞

一般に走行しづ
らい道路構造

渋滞損失時間
が大きい

選定
理由

位置図

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－

平日　0.84
休日　0.77

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

旅行速度が低い
渋滞する時間

が長い

－ － 87% 67%

踏切により、国道409号の通行が阻害される。
一日約2万台が利用する主要道路であるが、踏切遮断により交通が阻害される。
川崎大師駅への送迎等の車両の出入りにより、速度低下等が発生する。

○
○
○

Ｈ１８
プローブ
調査結果

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

段階

○ ○ ○

駅前広場

国道４０９号

派出所

■道路交通の現況

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

A

写真A

速度の低下地点が点在 速度の低下地点が点在

京急大師線

写真の方向：

川崎大師駅

至
　
国

道
１５

号

至　

浮
島

旅行速度

国道409号
平日（上り）

国道409号
平日（下り）

平日　上り 平日　下り

■:450～ 人時/日・km
■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

京
急
大
師
線

踏
切
付
近

大
師
河
原 殿

町

競
馬
場
前

至　高津区

至　木更津

至　高津区

至　木更津

京
急
大
師
線

踏
切
付
近

大
師
河
原

殿
町

競
馬
場
前

競
馬
場
前

大
師
河
原

殿
町

京
急
大
師
線

踏
切
付
近

    緊急対策踏切に該当
・最大遮断時間：14分／時間
・日遮断時間   ：2.9時間／日
・遮断交通量：3.0万台時／日

殿
町
●

大
師
河
原
●

京
急
大
師
線

踏
切
付
近
●

競
馬
場
前
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

殿
町
●

大
師
河
原
●

京
急
大
師
線

踏
切
付
近
●

競
馬
場
前
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

925人時/日・km 323人時/日・km
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対
策
の
効
果
・
検
証

備
　
　
考

対
策
立
案

個
別
対
策

対策事業概要図

◆　京浜急行大師線連続立体交差事業
平成5年度より京急川崎駅～小島新田駅までの延長約5kmにおいて、一部ルートを変更し、ほぼ全線を地
下化する京浜急行大師線連続立体交差事業を進めています。これにより、全15箇所の踏切のうち、産業
道路や国道409号をはじめとする14箇所の踏切が除却されます。現在は、最も費用対効果の大きい産業
道路（東門前駅～小島新田駅間）を優先的に立体化する段階的整備を進めており、早期に整備効果が発
揮できるように取り組んでいます。

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等
○京急大師連続立体交差事業
　京浜急行大師線の京急川崎駅～小島新田駅
までの延長約5kmにおいて、一部ルートを変更
し、ほぼ全線を地下化する。産業道路や国道
409号をはじめとする全15箇所の踏切のうち、
14箇所の踏切がなくなることとなる。

H5年度　都市計画決定
H27年度　踏切除去予定

面
的

対
策

具体的対策

【京急大師連続立体交差事業 期待される効果】

○踏切事故の解消
○交通の円滑化
○交通渋滞の解消
○交通渋滞の解消に伴う環境改善

踏 切 名 称 

① 京急川崎(大)第１ ⑥ 川崎大師第１ ⑪ 東門前第２

② 京急川崎(大)第２ ⑦ ⑫ 東門前第３

③ 港町第１ ⑧ 川崎大師第３ ⑬ 産業道路第１

④ 港町第３ ⑨ 川崎大師第４ ⑭ 産業道路第２

⑤ 鈴木町第１ ⑩ 東門前第１ ⑮ 産業道路第４

川崎大師第２ 
除却される踏切

残存踏切

小島新田駅

港町駅 

川崎大師駅

鈴木町駅 東門前駅 産業道路駅

宮前駅  
（仮称）

 

川崎縦貫道路 

川崎駅東扇島線(国道 132 号)

鈴木町駅港町駅 
大師 JCT

大師橋

国道 409 号

連続立体交差事業区間 L＝約 5.0 km 

 

Ｎ 

 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

京
浜
急
行
線
本
線

国
道
１
５
号

富
士
見
鶴
見
駅
線

大
師
大
島
線

東
京
大
師
横
浜

殿
町
夜
光
線

（
産
業
道
路
）京急川崎駅 

段階的整備区間 L＝約 1.2 km 

１ 

２ 

３ ４ 

５ 
６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

15

京急大師踏切付近
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■道路交通の現況

－ 区間延長神奈川県横浜市保土ヶ谷区西谷町

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

対策事業者

場　　所

9-1 国道16号

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

梅の木交差点 計画（PLAN）

最大の渋滞長、

通過時間が長い

位置図

利用者アンケート

道
　
路
　
交
　
通

平日　10.9㎞/h
休日　19.1㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　25,389台/日
休日　24,438台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道16号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

阻害を感じる 対策が必要

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い
選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－ －○ ○ ○ ○

平日約2.5万台/日が通行する区間であるが、相模原方面から横浜市街地方面への交差点流
入部は一車線であるため、速度低下および直進車の走行の阻害が発生している。
交差点の前後にバス停があるがバスベイが整備されておらず、バスの停車により後続車の通
行を阻害する。
右折車線、バスベイの設置等によりこれらの阻害要因を取り除き、交通容量を上げる必要があ
る。

○

○

○

93% 71%

平日　1.85
休日　1.78

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

梅の木

交差点

至
　
高
島
町

国道16号

至
　
相
模
原

最大渋滞長：210m

渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：1240m

渋滞通過時間：14分

至　上管田町

写真の方向：

A

B

C

D

写真A 写真B

写真C 写真D

調査日：平成17年11月1日（火）

速度低下 速度低下

（
県

）
青

砥
上

星
川

線

東
川
島
町
●

梅
ノ
木
●

下
白
根
●

鶴
ヶ
峰
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

東
川
島
町
●

梅
ノ
木
●

下
白
根
●

鶴
ヶ
峰
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

旅行速度

国道１６号

平日（上り）

国道１６号

平日（下り）

平日　上り 平日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　八王子
至　八王子

至　横須賀

梅
ノ
木

鶴

ヶ
峰

下
白
根

東
川
島
町

梅
ノ
木

鶴

ヶ
峰

下
白
根

東
川
島
町

至　横須賀

梅
ノ
木

東
川
島
町

下
白
根

鶴

ヶ
峰

3414人時/日・km1102人時/日・
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対
策
の
効
果
・
検
証

対策実施後、速やかに効果評価を実施

対策事業概要図

面
的
対
策

個
別
対
策

現在の進捗状況と今後の予定等

H19年度　バスベイ・右折車線設置案の検討

対
策
立
案

具体的対策
○バスベイの設置（バス停移設）、右折レーン設置
バス停を移設しバスベイを設置し、右折車線を設置
することにより、バスおよび右折車の滞留による交通
阻害の改善を図る。

【バスベイの設置（バス停移設）、右折レーン設置　概要】

バスベイの設置

バスベイの移設右折レーンの設置

至
相模原

至
高島町

○相模原方面に右折レーンを設置すると同時に、バスベイを
　移設し、また、高島町方面にバスベイを設置し、渋滞緩和を図
る

実施例（Ｒ16　鶴ヶ峰本町～今宿東町）

バスベイ

バスベイ

（対策検討案）
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東京都町田市鶴間 －

道路構造

○ ○ ○ ○

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

－

場　　所

9-2 国道16号

概
　
　
要

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

道
　
路
　
交
　
通

平日　30.4km/h
休日　34.6km/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　82,033台/日
休日　82,203台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

データによる現況
（国道16号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

平日　1.93
休日　2.00

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

－

最大の渋滞長、

通過時間が長い

位置図

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

利用者アンケート

阻害を感じる

番号 路線名 箇所名

川崎国道事務所

東名横浜町田IC付近 実施（DO）

対策事業者

○
○

○
○

 区間延長

段階

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

対策が必要

96% 81%

平日約8.2万台/日が通行する非常に交通量の多い区間である。
特に東名入口交差点は国道16号と国道246号が交差するため、交差点への流入台数が非常に
多く交通容量が不足している。また形状が特異なため信号現示が複雑で、より滞留しやすい状
況である。
インター付近では、ランプへの流出入により、交通が滞留しやすい。
主要道路相互の交差部であるため、立体交差等抜本的な対策が必要と考えられる。

至　渋谷

国

道

２

４

６

号

国道１６号

至　厚木

至

　

相

模

原

国

道

２

４

６

号

東名入口

交差点

至　国道２４６号

A

B C

D
Ｅ F

最大渋滞長：840m

渋滞通過時間：11分

最大渋滞長：2950m

渋滞通過時間：22分

最大渋滞長：270m

渋滞通過時間：3分

至

　

横

浜

町

田

I

C

東

名

高

速

道

路

■道路交通の現況

写真A 写真C写真B

写真D 写真E

写真の方向：

写真F

調査日
東名入口：平成17年7月4日（月）
横浜町田IC：平成14年11月26日（火）

速度低下

■東名入口交差点

■東名横浜町田IC

東名横浜町田IC

最大渋滞長：750m

渋滞通過時間：１4分

国道16号

至

保

土

ヶ
谷

I

C

至

東

名

入

口

交

差

点

最大渋滞長：200m

渋滞通過時間：１分

速度低下

旅行速度

国道１６号

平日（上り）

国道１６号

平日（下り）

平日　上り
平日　下り

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km
渋滞損失時間

至　八王子

至　横須賀

至　八王子

至　横須賀

上
川
井
Ｉ
Ｃ

上
川
井
Ｉ
Ｃ

上
川
井
Ｉ
Ｃ
●

東
名
横
浜

町
田
Ｉ
Ｃ
●

東
名
入
口
●

八
王
子
街
道
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

上
川
井
Ｉ
Ｃ
●

東
名
横
浜

町
田
Ｉ
Ｃ
●

東
名
入
口
●

八
王
子
街
道
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

東
名
横
浜

町
田
Ｉ
Ｃ

東
名
入
口

上
川
井
Ｉ
Ｃ

東名横浜町田ＩＣ
2159人時/日・km

4975人時/日・km

東名入口

東名横浜町田ＩＣ
1108人時/日・km

東名入口
3977人時/日・km
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対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

備
　
　
考

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

今後の予定等

個
別
対
策

○横浜町田立体
　東名入口交差点の周辺約1.6ｋｍの間、一般
国道16号（自動車専用道路）を高架構造で立
体化する。一般国道16号の幅員を38m～63m
に拡幅し高架部の導入空間を確保する。
　立体化することで、交通の混雑緩和を図り、
また拡幅に伴い、住居系の用途地域には環境
施設帯を整備することで、沿道環境の改善を図
る。（事業区間約2.1km、高架構造区間約
1.6km）

H14年度　事業着手
H22年度　立体部供用予定

【町田立体事業 概要】

都市計画決定

事　業　着　手

延長及び幅員 W=21m W=38m（38～63m）

自動車専用部 一般部

第1種3級 第4種1級

設　計　速　度 80km/h 60km/h

車　　 線　　 数 4 4

区　　　　　　間

H13.11.26

H14年度

道　路　規　格

東京都町田市鶴間地先～

東京都町田市鶴間地先

○渋滞の緩和
　町田立体を整備することで、渋滞ポイントとなっている東名入口交差点の交通渋滞を緩和するとともに横浜町
田インターチェンジとのアクセスが向上され、安全でスムーズな交通を実現する。

○生活道路の機能回復
　渋滞を回避するために生活道路に進入していた迂回交通車両が、混雑の緩和により本来走行すべき幹線道
路を通過し、生活道路を通る車両が減少するため、静かで安全な居住環境が回復する。

○沿道環境の改善
　住居系の用途が指定されている地域には10mの環境施設帯を設置することにより、騒音や振動の軽減が図
られ、沿道環境が改善される。

　○防災空間と緊急輸送道路の確保
　地震などの災害時の避難路、緊急物資の輸送路などの役割を果たすとともに、その広い道路空間により火
災の延焼防止など防災空間としての機能を発揮する。

■平面

■完成（東名入口交差点）

南町田駅北側広場（町田市事業）

と一体的な整備を行います。
至　八王子

町3・4・37（計画）

東京急行田園都市線　南町田駅

自動車専用部（4車線）と一般部

（4車線）の2層構造となります。

国道246号鶴間高架橋の上を町田

立体の高架部が通過します。

東名横浜町田インター

チェンジに直結します。

至　横浜至　静岡

至　東京

東名高速道路

保土ヶ谷バイパスに

接続します

国道246号

町田立体を整備することで、渋滞ポイ

ントとなっている東名入口交差点の交

通渋滞を緩和するとともに横浜町田

インターチェンジとのアクセスが向上

されます。

東名入口交差点

旧246号

町3・4・35（計画） 立体化することで慢性的な渋滞
の解消を図り、渋滞経済損失を
解消するほか、迂回車両の引き
起こす周辺生活道路の悪化も低
減する。

■横断図

①東名高速道路（横浜町田IC）

　　　　　　～一般国道246号間

②一般国道246号間

　～町田都市計画道路3・3・36号

線

③一般国道246号間

　～町田都市計画道路3・3・36号線

④町田都市計画道路3・3・36号線

　　～一般国道１６号接続部間

遮音壁 遮音壁
遮音壁

【町田立体事業の効果（予測）】
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0.2㎞

平日約6.3万台/日が通行する交通量の多い区間で、交通容量を超える交通が集中している。
特に鵜野森交差点は主要地方道と交差するため交差点への流出入車両が多い。
交差点が近接していること、沿道に大型ショッピングセンターが多くこれらの利用交通があるこ
とから、速度低下が頻繁に生じる。
国道16号は神奈川県の南北を結ぶ主要道路であり、八王子方面から横浜や鎌倉方面へ向か
う通過交通が多いと考えられるため、広域的なネットワークの観点から交通量の分散を図る必
要がある。

○

○

○

 区間延長神奈川県相模原市若松２丁目

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

対策事業者

場　　所

10-1

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

相武国道事務所

鵜野森交差点～若松２丁目交差点 実施（DO）

最大の渋滞長、
通過時間が長い

位置図

国道16号

道
　
路
　
交
　
通

平日　10.8㎞/h
休日　33.0㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　63,437台/日
休日　63,047台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道16号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要
選定
理由

渋滞損失時間
が大きい

旅行速度が低
い

渋滞する時間
が長い

渋滞

一般に走行しづ
らい道路構造

－

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－○ ○ ○ ○ 96% 80%

平日　1.05
休日　1.07

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

鵜野森

交差点
至
横
浜

至町田

国道１６号

至厚木
至厚木

至町田

■鵜野森交差点

写真の方向：

B

AC

写真A 写真B 写真C 写真D

■若松二丁目交差点

■道路交通の現況

200ｍ

写真E 写真F

E

F

若松
二丁目
交差点

調査日：平成15年10月28日（火）

（
主

）
相
模
原
町
田
線

D

旅行速度

国道１６号
平日（上り）

国道１６号
平日（下り）

速度の低下地点が点在 速度の低下地点が点在

八
王
子
街
道
●

東
林
間
入
口
●

若
松
２
●

鵜
野
森
●

　
　

大
野
台

郵
便
局
前
●

淵
野
辺
●

相
模
原
署
前
●

相
模
原
●

　
　

駅
入
口

橋
本
五
差
路
●

橋
本
駅
●

　
　

南
入
口

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

八
王
子
街
道
●

東
林
間
入
口
●

若
松
２
●

鵜
野
森
●

　
　

大
野
台

郵
便
局
前
●

淵
野
辺
●

相
模
原
署
前
●

相
模
原
●

　
　

駅
入
口

橋
本
五
差
路
●

橋
本
駅
●

　
　

南
入
口

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

平日　上り 平日　下り
■:450～ 人時/日・km
■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　相模湖

至　横浜

至　相模湖

至　横浜橋
本
五
差
路

橋
本
駅

　
南
入
口

相
模
原
駅
入
口

相
模
原
署
前

淵
野
辺

大
野
台

　
郵
便
局
前

鵜
野
森

若
松
２

東
林
間
入
口

橋
本
五
差
路

橋
本
駅

　
南
入
口

相
模
原
駅
入
口

相
模
原
署
前

淵
野
辺

大
野
台

　
郵
便
局
前

鵜
野
森

若
松
２

東
林
間
入
口

橋
本
駅

南
入
口

橋
本
五
差
路

相
模
原
駅
入
口

相
模
原
署
前

淵
野
辺

大
野
台

郵
便
局
前

鵜
野
森

若
松
２

東
林
間
入
口

至
八
王
子

最大渋滞長：620m
渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：620m
渋滞通過時間：9分

最大渋滞長：920m
渋滞通過時間：9分

最大渋滞長：180m
渋滞通過時間：5分

最大渋滞長：150m
渋滞通過時間：5分

1443人時/日・km

553人時/日・km 685人時/日・km

1245人時/日・km
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対策事業概要図

面
的
対
策

○さがみ縦貫道路

　神奈川県茅ヶ崎市西久保から相模原市城山町川尻を結ぶ、

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一部を構成する自動車

専用道路。

　県央部の体系的な道路ネットワークの整備を行い、道路交通

の円滑化を図る。

西久保JCT～海老名北JCT：H22年度供用予定

用地進捗率：96％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上

部工事などを推進中

海老名北JCT～海老名北IC：H21年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上

部工事などを推進中

海老名北IC～相模原IC：H22年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上

部工事、トンネル工事などを推進中

相模原IC～八王子南IC：H24年度供用予定

用地進捗率：約7割（H20.2末面積ベース）

工事状況：相模原IC～都県境において、工事用道路、トンネル

工事などを推進中

・

・

・

・

個
別

対
策

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等具体的対策

　　さがみ縦貫道路整備効果
　　　○地域の交通をスムーズにし、国道１６号、１２９号等の混雑を緩和します。
　　　　　  高速横浜環状南線や横浜湘南道路、新湘南バイパスと一体となって自動車専用道路
　　　　 のネットワークを形成し、広域的な交通の円滑化が図られる。
             国道１６号、国道１２９号等の混雑を緩和する路線として期待される重要な路線であり、
　　　　 幹線道路周辺の住宅地等に入り込んでいた車の減少により、 交通混雑の緩和や交通安
          全の確保が期待される。

　　　○中央自動車道と東名高速道路間が約４０分短縮されます。

備
　
　
考

対
策
の
効
果
・
検
証

　　　○行動範囲を広げ、地域産業の発展にも役立ちます。
　　　　　  横浜、相模原、厚木などの業務核都市をはじめとする中核的な都市を連絡することで
          行動範囲を広げ、地域産業などの発展にも貢献。

　　　○災害時における緊急輸送道路として役立ちます。
　　　　　  災害時などにおいて消防・救急活動などの速やかな対応を図るための緊急輸送道路
           としての役割を果たす。

【さがみ縦貫道路 概要】

鵜野森交差点～若松2丁目交差点

平成22年度　供用予定

平成21年度　供用予定

平成22年度　供用予定 平成24年度　供用予定

上依知高架橋　平成19年4月 相模原IC　平成20年1月寒川北IC　平成19年8月

現在の様子

国道16号の通過交通を分担させ、国

道16号の交通渋滞の緩和を図る。

【愛川町・相模原市区間　標準断面図】　単位（ｍ）
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3.7km

国道246号と国道129号が重複する区間であり、また国道412号、東名高速道路のインターとも
接続していることから、交通が集中し（平日約7.4万台/日）、交通容量が不足している。
厚木市の中心部に位置し、交差点や沿道からの出入りも多いため、旅行速度が低下しやすい。
周囲の道路網の状態から、厚木市街地に用の無い南北・東西方向の通過交通も多いと考えら
れるため、広域的なネットワークの観点から交通量の分散を図る対策が必要と考えられる。

○

○
○

95% 80%

平日　1.66
休日　1.72

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

移
動
性
阻
害
要
因

　
移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

 区間延長

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－○ ○ ○ ○

渋滞する時間

が長い

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

－

道路構造

対策事業者

場　　所

平日　24.0㎞/h
休日　15.1㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　73,760台/日
休日　71,130台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道246号）

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

道
　
路
　
交
　
通

厚木市金田～厚木市田村町

位置図

最大の渋滞長、

通過時間が長い

Ｈ１８
プローブ
調査結果

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

金田交差点～文化会館前交差点 実施（DO）11-1 国道246号

■道路交通の現況

■金田交差点

写真A 写真B 写真C

写真D 写真E 写真F

至 海老名

至
　
恩
名
町

国
道
２
４
６
号

至
　
旭
町

至 厚木IC

最大渋滞長：380m

渋滞通過時間：13分

調査日：平成18年11月28日（火）

写真の方向：

至
　
海
老
名

至　相模原

国道２４６

酒
井
金
田
線

至　本厚木駅

至
　
厚
木
I
C

国
道
１
２
９
号

金田
交差点

最大渋滞長：250m

渋滞通過時間：10分

文化会館前
交差点

最大渋滞長：390m

渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：760m

渋滞通過時間：10分

最大渋滞長：30m

渋滞通過時間：3分

最大渋滞長：280m

渋滞通過時間：6分

最大渋滞長：80m

渋滞通過時間：2分

最大渋滞長：430m

渋滞通過時間：4分

金田
妻田

市立病院前

文化会館前

森の里入口

旅行速度

速度の低下地点が点

在

国道２４６号

平日（下り）

金
田
●

妻
田
●

市
立
病
院
前
●

文
化
会
館
前
●

森
の
里
入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

町田厚木線至　相模湾

渋滞損失時間

金田交差点～文化会館前交差点

Ａ

Ｃ Ｂ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

平日　上り

至

相模原

町田厚木線
至　相模湾

金田交差点～文化会館前交差点

平日　下り

至

相模原

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

妻田

市立病院前

文化会館前

森の里入口

金田

妻田

市立病院前

文化会館前

森の里入口

金田

速度の低下地点が点在

国道２４６号

平日（上り）
金
田
●

妻
田
●

市
立
病
院
前
●

文
化
会
館
前
●

森
の
里
入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

1976人時/日・km

2029人時/日・km

1234人時/日・km

1229人時/日・km

1065人時/日・km

1648人時/日・km

927人時/日・km

638人時/日・km
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面
的
対
策

○さがみ縦貫道路

　神奈川県茅ヶ崎市西久保から相模原市城山町川尻を結ぶ、自動車専用

道路。県央部の体系的な道路ネットワークの整備を行い、道路交通の円滑

化を図る。

○厚木秦野道路

　厚木市中依知～ 秦野市八沢の区間にわたる延長約29.1kmの自動車専用

道路。

　国道246号の交通の流れを円滑にするとともに、さがみ縦貫道路などと一

体となって広域的・地域的交通の役割を担う。

対
策
立
案

具体的対策 現在の進捗状況と今後の予定等
個
別

対
策

西久保JCT～海老名北JCT：H22年度供用予定

用地進捗率：96％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事などを推進中

海老名北JCT～海老名北IC：H21年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事などを推進中

海老名北IC～相模原IC：H22年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事、トンネル工

事などを推進中

相模原IC～八王子南IC：H24年度供用予定

用地進捗率：約7割（H20.2末面積ベース）

工事状況：相模原IC～都県境において、工事用道路、トンネル工事などを推進中

　

H08年度　都市計画決定

H10年度　事業化（伊勢原北IC～伊勢原西IC）

H13年度　事業化（厚木IC・JCT～厚木北IC）

　　　　　　　工事着手（厚木IC・JCT）

H14年度　事業区間延伸（伊勢原市西富岡～伊勢原市北IC）

H19年度　伊勢原地区：調査設計・用地買収

　　　　　　　厚木地区：調査設計・工事

・

・

・

・

対策事業概要図 対
策
の
効
果
・
検
証

備
考

森林約770haの二酸化炭素吸収量に相当
日比谷公園（約16 ha）の面積の約50倍に相当

削減量
８２００トン

削減量
８２００トン

 
日比谷公園 ×５０

注）植林によるCO2排出量は10.6ｔ-CO2/ha/年とした
出典）「土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド

・プラクティス・ガイダンス」

■ＣＯ２排出量

■ＮＯｘ排出量 ■ＳＰＭ排出量

ペットボトル 約18000本に相当

削減量
１．８トン
削減量

１．８トン

 

注）SPM削減量を500mlペットボトルに換算（SPM100g=500ml）
出典）「東京都環境局自動車公害対策部」

削減量
１９トン
削減量
１９トン

大型車に換算すると厚木市から伊勢原市を
往復１５００回・台／日に相当

注）大型車1台が40km/hで走行するときの排出量(2.37g/km・台)として換算
出典）「国道技術政策総合研究所資料」

【さがみ縦貫道路・厚木秦野道路　概要】

さがみ縦貫道路、厚木秦野道路、

国道246号の通過交通を分担させ、

国道246号の交通渋滞の緩和を図

る。

各地への所要時間が短縮されると
ともに、通過交通が通過していた
一般道路の混雑が解消される。
　また、周辺環境の改善（CO2、
NOx、SPMの減少）の効果が見込
まれる。

【さがみ縦貫道路 効果（予測）】

【厚木秦野道路による効果（予測）】

各地への所要時間が短縮されるとと
もに、通過交通が通過していた国道
246号の混雑が解消され旅行速度が
改善する他、緊急時の代替路の確
保、周辺環境の改善（CO2、NOx、
SPMの減少）の効果が見込まれる。

※交通量、平均旅行速度は、整備前はH17センサス値、整備後は推計値。

※算出区間は、厚木市、伊勢原市の国道246号。

宮山高架橋付近 相模原ＩＣ付近

高架部

トンネル部

さがみ縦断道路　断面　単位（m）

【さがみ縦貫道路の建設の様子】

環境への効果
　CO2排出量が9.7万ｔ/年  削減
　（明治神宮の面積72haの
　　約127個分の森林に相当） 文化会館前交差点

金田交差点

周辺環境の改善に関する効果

28,000
25,500

12,100

7,800

10,000

20,000

30,000

40,000

整備前 整備後

(台／日)

大型車

大型車

小型車
小型車

40,100

33,300

厚木市、伊勢原市内 国道２４６号

交通量

6,800台/日減

19.9
24.9

5

10

15

20

25

30

整備前 整備後

(km／ｈ)

厚木市、伊勢原市内 国道２４６号

平均旅行速度

5km/h向上

文化会館前交差点

金田交差点厚木秦野道路

さがみ縦貫道路

平
成

２
２

年
度

供
用

予
定

（
相

模
原

IC
（
仮

称
）
ま

で
）

平
成

２
２

年
度

供
用

予
定

平
成

２
１

年
度

供
用

予
定
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1.0Km

国道129号と国道246号、国道271号との合流、東名高速道路のインターとの接続から、交通が
集中（平日約5万台/日）し、交通容量が不足している。
周囲の道路網の状態から、広域的に見た場合の南北・東西方向の通過交通も多いと考えられ
るため、広域的なネットワークの観点から交通量の分散を図る対策が必要と考えられる。

○

○

94% 77%

厚木市田村町～厚木市船子

利用者アンケート

一般に走行しづ

らい道路構造

－－○ ○ ○ －

対策事業者

場　　所

最大の渋滞長、

通過時間が長い
選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

渋滞

①横浜国道事務所・神奈川県

阻害を感じる

11-2 国道246号～国道129号

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

段階

概
　
　
要

番号 箇所名

道
　
路
　
交
　
通

平日　11.7km/h
休日　24.1km/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　49,058台/日
休日　39,145台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道129号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

国道246号～船子北谷交差点 実施（DO）

路線名

平日　1.07
休日　0.89

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

対策が必要

 区間延長

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

■道路交通の現況

船子北谷
交差点

至　平塚

至
 

小
田
原

国
道
１
２
９
号

国道２７１号

至　相模原

写真の方向：

調査日：平成18年11月28日（火）

国道246交点を先頭に速度低下 速度低下

写真Ａ

写真Ｃ

写真Ｂ

国
道
２
４
６

号
交
差
点
●

船
子
北
谷
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

国
道
２
４
６

号
交
差
点
●

船
子
北
谷
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

旅行速度

国道129号

平日（上り）

国道129号

平日（下り）

平日　上り 平日　下り

渋滞損失時間

町田厚木線 町田厚木線

至　相模湾

国道246号～船子北谷交差点

国道２４６号交差点

船子北谷
最大渋滞長：450m

渋滞通過時間：7分

最大渋滞長：350m

渋滞通過時間：7分

最大渋滞長：270m

渋滞通過時間：7分

至　相模原

至　相模湾

至　相模原

国道246号～船子北谷交差点

Ａ

Ｂ Ｃ

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

船子北谷

国道246号交差点 国道246号交差点

船子北谷

1182.9人時/日・km

156.4人時/日・km

1193.4人時/日・km

1100.6人時/日・km
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対
策
立
案

個
別

対
策

対策事業概要図

面
的
対
策

①さがみ縦貫道路

　神奈川県茅ヶ崎市西久保から相模原市城山町川尻

を結ぶ、自動車専用道路。県央部の体系的な道路ネッ

トワークの整備を行い、道路交通の円滑化を図る。

①厚木秦野道路

　厚木市中依知～ 秦野市八沢の区間にわたる延長約

29.1kmの自動車専用道路。

　国道246号の交通の流れを円滑にするとともに、さが

み縦貫道路などと一体となって広域的・地域的交通の

役割を担う。

対
策
の
効
果
・
検
証

備
考

具体的対策 現在の進捗状況と今後の予定等

西久保JCT～海老名北JCT：H22年度供用予定

用地進捗率：96％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事などを推進中

海老名北JCT～海老名北IC：H21年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事などを推進中

海老名北IC～相模原IC：H22年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事、トンネル工事などを推進中

相模原IC～八王子南IC：H24年度供用予定

用地進捗率：約7割（H20.2末面積ベース）

工事状況：相模原IC～都県境において、工事用道路、トンネル工事などを推進中

　

H08年度　都市計画決定

H10年度　事業化（伊勢原北IC～伊勢原西IC）

H13年度　事業化（厚木IC・JCT～厚木北IC）

　　　　　　　工事着手（厚木IC・JCT）

H14年度　事業区間延伸（伊勢原市西富岡～伊勢原市北IC）

H19年度　伊勢原地区：調査設計・用地買収

　　　　　　　厚木地区：調査設計・工事

・

・

・

・

【さがみ縦貫道路、厚木秦野道路　 概要】

各地への所要時間が短縮されるとともに、通過
交通が通過していた一般道路の混雑が解消さ
れる。
　また、周辺環境の改善（CO2、NOx、SPMの減
少）の効果が見込まれる。

【さがみ縦貫道路 効果（予測）】

国道246号交差点
～船子北谷交差点

国道246号交差点～船子北谷交差点

森林約770haの二酸化炭素吸収量に相当
日比谷公園（約16 ha）の面積の約50倍に相当

削減量
８２００トン

削減量
８２００トン

 
日比谷公園 ×５０

■ＣＯ２排出量

■ＮＯｘ排出量

■ＳＰＭ排出量

ペットボトル 約18000本に相当

削減量
１．８トン
削減量

１．８トン

 

注）SPM削減量を500mlペットボトルに換算（SPM100g=500ml）
出典）「東京都環境局自動車公害対策部」

削減量
１９トン
削減量
１９トン

大型車に換算すると厚木市から伊勢原市を
往復１５００回・台／日に相当

注）大型車1台が40km/hで走行するときの排出量(2.37g/km・台)として換算
出典）「国道技術政策総合研究所資料」

【厚木秦野道路による効果（予測）】

各地への所要時間が短縮されるとと
もに、通過交通が通過していた国道
246号の混雑が解消され旅行速度が
改善する他、緊急時の代替路の確
保、周辺環境の改善（CO2、NOx、
SPMの減少）の効果が見込まれる。

※交通量、平均旅行速度は、整備前はH17センサス値、整備後は推計値。

※算出区間は、厚木市、伊勢原市の国道246号。周辺環境の改善に関する効果

28,000
25,500

12,100

7,800

10,000

20,000

30,000

40,000

整備前 整備後

(台／日)

大型車

大型車

小型車
小型車

40,100

33,300

厚木市、伊勢原市内 国道２４６号

交通量

6,800台/日減

19.9
24.9

5

10

15

20

25

30

整備前 整備後

(km／ｈ)

厚木市、伊勢原市内 国道２４６号

平均旅行速度

5km/h向上

注）植林によるCO2排出量は10.6ｔ-CO2/ha/年とした
出典）「土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド

・プラクティス・ガイダンス」

船子北谷交差点

国道246号交差点

さがみ縦貫道路、厚木秦野道路、国道
129号の通過交通を分担させ、国道129
号の交通渋滞の緩和を図る。

厚木秦野道路

さがみ縦貫道路
平

成
２

２
年

度
供

用
予

定
（
相

模
原

IC
（
仮

称
）
ま

で
）

平
成

２
２

年
度

供
用

予
定

平
成

２
１

年
度

供
用

予
定
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－ 区間延長神奈川県海老名市河原口

○ 92%

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

平日　1.14
休日　1.27

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

－

平日　 23.7㎞/h
休日　 23.7㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

－

選定
理由

○ ○ ○

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

最大の渋滞長、

通過時間が長い

平日　12,723台/日
休日　13,568台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

渋滞する時間

が長い

データによる現況
（県道43号（藤沢厚木））

75%

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

対策事業者

場　　所

11-3 県道51号（町田厚木）

道
　
路
　
交
　
通

Ｈ１８
プローブ
調査結果

海老名市街、厚木市街を結ぶ路線であること、渡河断面であることから、相模大橋を通過する交通が集中（平
日約2.3万台/日）している。
本厚木方向からは、右折車両が多く、捌き切れなかった右折車両が左折車線を閉塞し渋滞が発生している。
海老名駅方向及び厚木駅方向については、相模川を渡河する交通が多く、相模大橋上での先詰まりにより、
渋滞が発生している。
沿海老名市街、厚木市街に近いことから、市街地に用の無い通過交通を分散させる対策の検討が必要であ
る。

○

○
○

○

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

①横浜国道事務所・神奈川県

相模大橋東交差点 実施（DO）

写真A 写真C写真B

相模大橋東

河原口東町郵便局前

■道路交通の現況

写真の方向：
調査日：平成19年3月8日（木）

至海老名駅

至
本
厚
木

至厚木駅

県
道
5
1
号

（
町
田
厚
木

）

県道51号(町田厚木)

相
模
川

相模大橋

A

B

C

最大渋滞長：350m

渋滞通過時間：4分

最大渋滞長：900m

渋滞通過時間：9分

最大渋滞長：600m

渋滞通過時間：8分

相模大橋東
交差点

平日 上り

町田厚木線
至

相模湾

至

相模原

速度低下速度低下

旅行速度

町田厚木線

平日（上り）

町田厚木線

平日（下り）

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

河
原
口
●

相
模
大
橋
東
●

東
町
郵
便

　
　

局
前
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

河
原
口
●

相
模
大
橋
東
●

東
町
郵
便

　
　

局
前
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

平日 下り渋滞損失時間

町田厚木線
至

相模湾

至

相模原

■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

相模大橋東 相模大橋東 654人時/日・km

相模大橋東

河原口

東町郵便局前

728人時/日・km
相模大橋東

東町郵便局前

河原口

654人時/日・km
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面
的
対
策

①さがみ縦貫道路

　神奈川県茅ヶ崎市西久保から相模原市城山町川尻を結ぶ、

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一部を構成する自動車

専用道路。

　県央部の体系的な道路ネットワークの整備を行い、道路交通

の円滑化を図る。

備
　
　
考

対
策
の
効
果
・
検
証

西久保JCT～海老名北JCT：H22年度供用予定

用地進捗率：96％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部

工事などを推進中

海老名北JCT～海老名北IC：H21年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部

工事などを推進中

海老名北IC～相模原IC：H22年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部

工事、トンネル工事などを推進中

相模原IC～八王子南IC：H24年度供用予定

用地進捗率：約7割（H20.2末面積ベース）

工事状況：相模原IC～都県境において、工事用道路、トンネル工

事などを推進中

・

・

・

・

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等具体的対策

個
別

対
策

対策事業概要図

【さがみ縦貫道路 概要】

相模大橋東交差点

平成22年度　供用予定 平成21年度　供用予定

平成22年度　供用予定 平成24年度　供用予定

標準断面

主要地方道町田厚木線の通過交通を

分担させ、交通渋滞の緩和を図る。

現在の様子

各地への所要時間が短縮されるとともに、通過交通が通過していた一般道路の混雑が解
消される。
また、周辺環境の改善（CO2、NOx、SPMの減少）の効果が見込まれる。

【さがみ縦貫道路 効果（予測）】

環境への効果
　CO2排出量が9.7万ｔ/年  削減
　（明治神宮の面積72haの約127個分の森林に相当）

相模大橋東交差点

上依知高架橋　平成19年4月 相模原IC　平成20年1月寒川北IC　平成19年8月

宮山高架橋　平成20年1月 上依知第２トンネル（仮称）　平成20年1月
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■道路交通の現況

－ 区間延長神奈川県横浜市栄区笠間5丁目

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

①②横浜市　③横浜国道事務所

笠間交差点 実施(DO)

対策事業者

場　　所

12-1 主要地方道　原宿六浦線

道
　
路
　
交
　
通

平日　15.8㎞/h
休日　15.8㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　20,229台/日
休日　20,604台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（主要地方道原宿六浦線）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

阻害を感じる 対策が必要

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

最大の渋滞長、

通過時間が長い

利用者アンケート

選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－ －○ ○ ○ －

当地点は横浜市内の主要道路相互の交差点で、、平日約2万台/日が通行する区間である。
三本の道路が変則的に交差しており、交差点間隔が短く、速度低下が発生する。
環状線であることから本地点の通過交通が多いと考えられ、交通容量を上げる対策と同時に、
交通の分散による対策の検討が必要と考えられる。

○
○
○

94% 72%

平日　1.03
休日　1.10

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図
笠間

交差点
至
鎌
倉
女
子
大
前

至
大
船
駅

至
原
宿

至戸塚

至山崎

A
B

写真A 写真B

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

速度低下地点が点在 速度低下地点が点在

（
県

）
大
船
停
車
場
矢
部
線

（主）原宿六浦線
（県）大船停車場吉田線

旅行速度

原宿六浦線

平日（上り）
原宿六浦線

平日（下り）
笠
間
●

鎌
倉
女
子

　
　

大
前
●

大
橋
下

　

入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

笠
間
●

鎌
倉
女
子

　
　

大
前
●

大
橋
下

　

入
口
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

渋滞損失時間 平日　上り 平日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

鎌倉女子大前
大橋下入口

鎌倉女子大前

大橋下入口

横
浜

鎌
倉

線

原
宿
六
浦
線

横
浜

鎌
倉

線

原
宿
六
浦
線

笠間
鎌倉女子大前

大橋下入口

笠間
1557人時/日・km

笠間
372人時/日・km
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備
　
　
考

平成27年度　完成予定

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

③横浜環状南線および関連街路・道路事業
　横浜環状南線及び関連事業の整備により、県道原
宿六浦の交通が分散され、笠間交差点付近の交通量
の減少を図ります。

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

①県道大船停車場矢部線の拡幅（速効対策）
　県道大船停車場矢部線の戸塚側流入部を拡幅し、
右折車が滞留できるようにしました。（H18年3月供用）

②笠間交差点の整備
　横浜環状南線は笠間交差点の直下部を通過する計
画となっており、一体的に整備する必要があります。
　現在横浜環状南線の計画とあわせて、笠間交差点
の改良について検討しています。

　横浜環状道路の完成と合わせ、平成27年度の整備を目
途に調査・検討及び横浜環状道路事業者との協議などを
進めています。

笠間交差点

【横浜環状南線及び関連事業 概要】

【県道大船停車場矢部線の拡幅 概要】

関連街路・道路事業

実測値 南線整備後

混雑度
　　　　　1.69 　　　　　0.57

大型車混入率
　　　　　16.5% 　　　　　9.1%

環状４号線
（栄区上郷町）

■混雑度・大型車混入率の変化

笠間交差点付近の完成予想図

笠間町付近の断面イメージ

笠間交差点付近の航空写真

横浜環状南線の計画位置

　横浜環状南線は笠間交差点の直下部を通過する計画と

なっており、一体的に整備する必要があります。

　現在横浜環状南線の計画とあわせて、笠間交差点の改

良について検討しています。

横浜環状南線の整備により、環状４号線（県道原宿六浦）の混
雑が緩和され、大型車交通の減少を図ることが期待されます。

横浜環状南線の計画とあわせて、笠間交差点の整備を検討しています。
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－

観光交通等により、交通容量を上回る交通が集中している。
道路幅員が狭く、各方向の縦断勾配が大きいことから速度が低下しやすい。
小田原市－芦ノ湖間の通過交通が多いと考えられ、交通の分散等を検討する。

○
○
○

 区間延長神奈川県箱根町宮ノ下

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

旅行速度が低い

○ ○

渋滞

平日　1.11
休日　0.81

データによる現況
（国道138号）

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

最大の渋滞長、

通過時間が長い

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

番号 路線名 箇所名

－

宮ノ下交差点 実施（DO）

対策事業者

段階

国道１号

道
　
路
　
交
　
通

平日　33.2㎞/h
休日　33.2㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　14,610台/日
休日　11,506台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

道路構造 気象・自然条件

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい

－ － －

一般に走行しづ

らい道路構造
降雨など異常気象

により、通行が規制

移
動
性
阻
害
要
因

13-1

○ 92% 72%

位置図

渋滞する時間

が長い

概
　
　
要

場　　所

写真A

写真C

写真B

■道路交通の現況

1国道1号

（上り）（上り） ： 　　　 未観測

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 　　　 未観測： 　　　 未観測

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

速度低下速度低下

宮の下
交差点

至
箱
根
湯
本

至
仙
石
原

至小涌谷

最大渋滞長：400m

渋滞通過時間：3分

最大渋滞長：900m

渋滞通過時間：3分最大渋滞長：650m

渋滞通過時間：8分

点滅信号

国道１３８号

国道１号
国道１号

写真の方向：

A

BC

調査日：平成19年3月4日（日）

旅行速度

国道１号

休日（上り）

国道１号

休日（下り）

山
崎
Ｉ
Ｃ
●

箱
根
湯
本
●

駅
前宮

ノ
下
●

芦
ノ
湖
●

元
箱
根
●

県
境
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

山
崎
Ｉ
Ｃ
●

箱
根
湯
本
●

駅
前宮

ノ
下
●

芦
ノ
湖
●

元
箱
根
●

県
境
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

休日　上り 休日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　清水

至　品川

宮
ノ
下

山
崎
Ｉ
Ｃ

元
箱
根

県
境

芦
ノ
湖

箱
根
湯
本
駅
前

宮
ノ
下

山
崎
Ｉ
Ｃ

元
箱
根

県
境

芦
ノ
湖

箱
根
湯
本
駅
前

至　清水

至　品川

山崎ＩＣ

宮ノ下

箱根湯本駅前
芦ノ湖

元箱根

県境

1214人時/日・km 3533人時/日・km
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対
策
立
案

具体的対策

個
別

対
策

面
的
対
策

○箱根新道無料化
　（NEXCO中日本から直轄国道への移管）
　神奈川県箱根町の湯本地区から箱根峠付近
を結ぶ自動車専用道路の料金徴収期限満了
に伴う無料解放。

現在の進捗状況と今後の予定等

H24.1　料金徴収期限満了

対
策
の
効
果
・
検
証

備
　
　
考

対策事業概要図

【箱根新道無料化　概要】

宮ノ下交差点

箱根新道

料金徴収期限満了に伴う無料開放に

より、国道1号の交通を転換させ、渋滞

の緩和を図る。

軽自動車等　200円

普通車　　　　250円

中型車　　　　300円

大型車　　　　400円

特大車　　　　700円
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2.3㎞

西湘バイパスの石橋ICから真鶴道路までの区間は、小田原厚木道路など幹線道路からの交通
が集中する一方で、2車線の国道135号のみでその交通を受け持つため、渋滞が発生してい
る。

○

94% 76%

平日　1.26
休日　1.46

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－ －○ ○ ○ ○

阻害を感じる 対策が必要

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

最大の渋滞長、

通過時間が長い

利用者アンケート

道
　
路
　
交
　
通

平日　39.7㎞/h
休日　29.6㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　27.121台/日
休日　32,369台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道135号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

対策事業者

場　　所

13-2 国道135号

 区間延長神奈川県小田原市石橋～小田原市南町4丁目

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

①神奈川県　②未定

石橋IC（西湘BP）～早川口交差点 実施（DO)

■道路交通の現況

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

127

59

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801
(順位)

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

127

59

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801
(順位)

②石橋IC～早川口間のVICS渋滞時間は県内でも上位
VICSデータVICSデータ

59

石橋ＩＣ（59位）

調査日：平成14年8月11日（日）

休日　上り 休日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　清水

至　品川早川口

至　清水

至　品川
石橋ＩＣ

早川口石橋ＩＣ

石橋ＩＣ

早川口

写真A 写真B

写真C

写真の方向：

至根府川（真鶴道路）

至小田原(早川口交差点) 至早川IC(西湘バイパス・小田原厚木道路)

石橋IC
交差点

国
道
１
３
５

号

国
道
１
３
５
号

最大渋滞長：1700m
渋滞通過時間：28分

A

B

C

914人時/日・km
148人時/日・km 569人時/日・km

916人時/日・km
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備
　
　
考

【対策事業の効果見込み】
①　国道135号(真鶴道路との交差部)の交差点改良を行うことにより、交差点の円滑な走
行が可能となる。

②　西湘バイパスを真鶴道路まで延伸することにより、国道135号の2車線で受け持って
いた交通の分散化が図られ、抜本的な交通渋滞の改善が見込まれる。

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

①　国道135号改良(真鶴道路や市道との交差部)
　H21年度供用予定

②　西湘バイパスの延伸
  西湘バイパス延伸の実現化に向け、環境への影響など
について検討を進める。

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

①　国道135号改良(真鶴道路や市道との交差部）
　小田原市根府川

②　小田原真鶴間道路整備の検討
　　（西湘バイパスの延伸）
　西湘バイパス石橋インターチェンジ～真鶴道路

①国道135号改良　②西湘バイパスの延伸　　概要

①国道135号改良

②
西
湘
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

①[国道135号改良 交差部の現状]

[国道135号改良 交差部の計画]

国道135号(湯河原方面)

真鶴道路(上り)

真鶴道路(下り)

小田原市道

国道135号(小田原方面)

真鶴道路(上り)

真鶴道路(下り)

国道135号(湯河原方面)

小田原市道

国道135号(小田原方面)

延長

約３ｋｍ
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－ 区間延長神奈川県小田原市扇町5丁目

○
○

交差点が近接しているため、通過に時間を要する。
南足柄方面及び国道1号方面で、右折車が対向直進車の影響により捌けないときに後続車両が
滞留し、渋滞が発生している。

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞する時間

が長い

段階

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

神奈川県

飯泉入口交差点 実施（DO）

最大の渋滞長、

通過時間が長い

位置図

道
　
路
　
交
　
通

平日　15.0㎞/h
休日　15.0㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　19,448台/日
休日　14,331台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

データによる現況
（国道255号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

－ －

対策事業者

場　　所

13-3 国道255号

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

86% 68%

平日　1.44
休日　1.44

－ ○ － ○

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

写真A 写真B

写真D写真C

飯泉付近で速度低下

旅行速度

国道255号

休日（上り）

国道255号

休日（下り）

小
田
原
東
Ｉ
Ｃ
●

飯
泉
入
口
●

多
古
●

広
小
路
●

市
民
会
館
前
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

小
田
原
東
Ｉ
Ｃ
●

飯
泉
入
口
●

多
古
●

広
小
路
●

市
民
会
館
前
●

18時台
17時台
16時台
15時台
14時台
13時台
12時台
11時台
10時台
9時台
8時台
7時台

休日　上り 休日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　清水

至　品川

小
田
原
東
Ｉ
Ｃ

至　清水

至　品川

多
古

飯
泉
入
口

広
小
路

市
民
会
館
前

小
田
原
東
Ｉ
Ｃ

広
小
路

多
古

市
民
会
館
前

飯
泉
入
口

小田原東ＩＣ

飯泉入口多古

広小路

市民会館前

■道路交通の現況 至南足柄

飯泉入口
交差点

至小田原市街

至
鴨
宮

酒
匂
川

飯泉橋

至国道１号

国道２５５号

写真の方向：

Ａ

B CD

調査日：平成19年3月6日（火）

最大渋滞長：400m

渋滞通過時間：9分

最大渋滞長：350m

渋滞通過時間：7分

最大渋滞長：50m

渋滞通過時間：2分

最大渋滞長：50m

渋滞通過時間：1分

県
道
7
2
0
号

（
怒
田
開
成
小
田
原

）

飯泉付近で速度低下

125人時/日・km
136人時/日・km
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備
　
　
考

【対策事業の効果見込み】
○　(都)城山曽比線及び(都)小田原山北線は、小田原市の中心市街地と南足柄市
　　方面を結ぶ県道74号(小田原山北)のバイパスとなるものであり、本路線を整備
　　することにより、飯泉入口交差点周辺を含む小田原市中心市街地での交通分散
　　が図られ、飯泉入口交差点の渋滞緩和への寄与が見込まれる。

面
的
対
策

(都)城山曽比線の整備
    事業延長約0.2kmの道路新設 (2車線)整備。

(都)小田原山北線・（都）城山曽比線の整備
　  計画延長約1.0kmの道路新設(2車線)整備を計画。

（都）城山曽比線の整備
・H21年度の供用を予定している。

（都）小田原山北線・（都）城山曽比線の整備
・H28年度までの供用を目指す。

対策事業概要図

具体的対策

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

【平面図】

飯泉入口交差点
①（都）城山曽比線

　　事業中 L=約0.2km

【標準横断図　①】

②（都）小田原山北線・

　 （都）城山曽比線

　　計画中 L=約1.0km

県

道

7

2

0

号

(

怒

田

開

成

小

田
原

)

県道74号(小田原山北)

15.0

3.03.0 3.0

（車線）

1.5 1.53.0

（車線）（歩道） （歩道）

(単位:m)

【（都）城山曽比線の整備　概要】
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■交通阻害の状況

1.5km

■通行規制の状況

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

相武国道事務所

与瀬～吉野（通行規制区間） 実施（DO）

最大の渋滞長、

通過時間が長い

対策事業者

場　　所

道
　
路
　
交
　
通

平日　27.9km/h
休日　10.7km/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　18,382台/日
休日　20,197台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道20号）

14 国道20号

阻害を感じる

 区間延長神奈川県津久井郡相模湖町与瀬～津久井郡藤野町吉野

利用者アンケート

対策が必要

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
選定
理由

位置図

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－

平日　1.74
休日　1.93

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

旅行速度が低い
渋滞する時間

が長い

－ ○ 80% 56%

降雨による通行規制区間となっている。
通行規制：雨が降り始めてから連続で150mmの降雨量となったところで通行規制を実施
近年は、年２回程度の通行規制を実施

○
○
○

プローブ
調査結果

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

段階

－ － －

写真２写真１

大雨による通行規制状況

規制回数（回）

0

1

2

3

4

5

H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

上り

至　八王子

至　大月

①町境～相模湖

　 ：450～ 人時/km/日

　 ：0～450人時/km/日

　 ：450～ 人時/km/日

　 ：0～450人時/km/日

　 ：450～ 人時/km/日　 ：450～ 人時/km/日

　 ：0～450人時/km/日　 ：0～450人時/km/日 下り

至　八王子

至　大月

①町境～相模湖

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

与瀬～吉野 与瀬～吉野

通行規制区間 通行規制区間

旅行速度

渋滞損失時間

上り 下り

国道20号

（上り）

国道20号

（下り）
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対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別
対
策

20号防災工事
防災工事完了後、通行規制緩和の見直しを行って行く予
定。

具体的対策

面
的
対
策

特になし

対
策
の
効
果
・
検
証

備
　
　
考

対策事業概要図

　　　要対策箇所全５箇所中

　　　平成１８年度までに、２箇所が完了

　　　平成１９年度末、２箇所が施工中（平成２０年度完了予定）

　　　平成２０年度に残り１箇所着手、施工完了予定

　⇒施工完了後、学識経験者を交えた委員会等により規制区間内の安全性についての
　　見解、判断を得る予定

国道20号 相模湖町与瀬地区
防災工事整備中

【防災工事 　概要】

国道20号　相模湖町　橋沢トンネル坑口

（事後）

（事前）

平成１９年３月撮影

平成１６年４月撮影
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■道路構造の現況

1.4km

概
　
　
要

番号 路線名 箇所名

相武国道事務所

藤野町中心部（吉野～小渕） 実施（DO）

最大渋滞長、通

過時間が長い

対策事業者

場　　所

道
　
路
　
交
　
通

平日　32.8km/h
休日　10.1km/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　9,856台/日
休日　8,651台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道20号）

15 国道20号

阻害を感じる

 区間延長神奈川県津久井郡藤野町小渕

利用者アンケート

対策が必要

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
選定
理由

位置図

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

○

平日　0.64
休日　0.58

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

旅行速度が低い
渋滞する時間

が長い

－ － 79% 57%

国道20号の幅員が狭小のため車両の走行性が悪い。
歩道が整備されておらず、歩行者が安全に安心して通行できない。

○
○

プローブ
調査結果

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

段階

－ － －

写真Ｂ

写真Ｃ 写真Ｄ

■吉野地区の現況

写真A

現況幅員

： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ

： 0～10 ｋｍ/ｈ： 0～10 ｋｍ/ｈ

：10～20 ｋｍ/ｈ：10～20 ｋｍ/ｈ

：20～30 ｋｍ/ｈ：20～30 ｋｍ/ｈ

：30～ ｋｍ/ｈ：30～ ｋｍ/ｈ

上り

至　八王子

至　大月

下り

至　八王子

至　大月

渋滞損失時間

藤野町中心部藤野町中心部

　  ：450～  人時/km/日

　  ：0～450人時/km/日

藤
野
駅
前
●

国道20号

（上り）

役
場
前
●

相
模
湖
●

I
C
入
口

相
模
湖
●

駅
前

相
模
湖
●

東
出
口

藤
野
駅
前
●

役
場
前
●

相
模
湖
●

I
C
入
口

相
模
湖
●

駅
前

相
模
湖
●

東
出
口

要対策エリア

国道20号

（下り）

18時台

12時台

7時台

18時台

12時台

7時台

旅行速度

上り 下り
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対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

特になし

備
　
　
考

現在、用地買収（８２％済（面積ベース））を行っている
ところであり、用地買収が完了次第、工事着手する予定。

平成２０年度　工事完了予定。

対
策
の
効
果
・
検
証

対
策
立
案

今後の予定等

個
別
対
策

吉野地区歩道設置

吉野地区線形改良

【 概要】

吉野地区歩道設置

単位：mm

単位：mm

現況

官民境界 官民境界

7360

3680 3680

吉野地区歩道設置状況

3750 37502500 2500

12500

官民境界 官民境界

計画

官民境界官民境界

25002500 37503750

12500
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■道路交通の現況

－

○ 88% 67%

平日　1.44
休日　1.42

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

最大の渋滞長、

通過時間が長い
選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－ －－ － ○

道
　
路
　
交
　
通

平日　 19.9㎞/h
休日　19.8㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　22,086台/日
休日　21,900台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道467号）

Ｈ１８
プローブ
調査結果

場　　所

16 国道467号

概
　
　
要

神奈川県大和市深見

渋滞

一般に走行しづ

らい道路構造

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

番号 路線名 箇所名

①横浜国道事務所・神奈川県

光ヶ丘交差点 実施（DO）

段階

対策事業者

利用者アンケート

位置図

平日約2.2万台/日が通過する主要路線であるが、各流入部とも道路幅員が狭く、右折車線が
十分確保できない。
右折車が滞留し、後続車の進行を阻害する。
小田急江ノ島線の踏切からの滞留が交差点にまで延びて通行が阻害される。

○

○
○

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

 区間延長

阻害を感じる 対策が必要

写真Ａ 写真Ｂ

写真Ｃ 写真Ｄ

至国道２４６号

至

三

ツ

境

至桜ケ丘

（主）横浜厚木線

国

道

４

６

７

号

至

厚

木

飛
行

場

踏切による

先詰まり

光ヶ丘

交差点

写真の方向：

A

B

C

D

調査日：平成19年3月8日（木）

180m

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

62

72
78

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

光ヶ丘

用田
桜ヶ丘

(順位)

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

62

72
78

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

光ヶ丘

用田
桜ヶ丘

(順位)

VICSデータVICSデータ 神奈川県の箇所別渋滞時間（分/

）

横 浜伊勢 原線

62

72

78

光が丘、桜ヶ丘、用田のVICS渋

滞時間は県内でも上位

小
田
急
江
ノ
島
線

平日　上り 平日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　藤沢

至　町田

至　藤沢

至　町田

光ヶ丘 光ヶ丘

光ケ丘

最大渋滞長：300m

渋滞通過時間：3分

最大渋滞長：600m

渋滞通過時間：9分

最大渋滞長：650m

渋滞通過時間：7分

・最大遮断時間：23分／時間

・日遮断時間   ：5.0時間／日

・遮断交通量：5.8万台時／日 最大渋滞長：150m

渋滞通過時間：2分

861人時/日・km 877人時/日・km
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対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

個
別

対
策

対策事業概要図

面
的
対
策

①さがみ縦貫道路

　神奈川県茅ヶ崎市西久保から相模原市城山町川尻を結ぶ、

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一部を構成する自動車

専用道路。

　県央部の体系的な道路ネットワークの整備を行い、道路交通

の円滑化を図る。

対
策
の
効
果
・
検
証

具体的対策

備
　
　
考

西久保JCT～海老名北JCT：H22年度供用予定

用地進捗率：96％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部

工事などを推進中

海老名北JCT～海老名北IC：H21年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部

工事などを推進中

海老名北IC～相模原IC：H22年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部

工事、トンネル工事などを推進中

相模原IC～八王子南IC：H24年度供用予定

用地進捗率：約7割（H20.2末面積ベース）

工事状況：相模原IC～都県境において、工事用道路、トンネル工

事などを推進中

・

・

・

・

【さがみ縦貫道路 概要】

海老名北IC

さがみ縦貫道路

横断図

厚木PA

海老名北JCT

寒川北IC

海老名南IC

光が丘交差点

国道467号の通過交通を分担させ、交

通渋滞の緩和を図る。

各地への所要時間が短縮されるとともに、通過交通が通過していた一般道路の混雑が解消
される。
また、周辺環境の改善（CO2、NOx、SPMの減少）の効果が見込まれる。

【さがみ縦貫道路 効果（予測）】

現在の様子

上依知高架橋　平成19年4月 相模原IC　平成20年1月寒川北IC　平成19年8月

宮山高架橋　平成20年1月 上依知第２トンネル（仮称）　平成20年1月
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■道路交通の現況

神奈川県大和市上和田 － 区間延長

Ｈ１８
プローブ
調査結果

－ － ○ ○ 89% 69%

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要
選定
理由

道路構造 気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制

－

対策事業者

場　　所

最大の渋滞長、

通過時間が長い

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

渋滞

17 国道467号

移
動
性
阻
害
要
因

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

位置図

段階

概
　
　
要

番号 路線名

道
　
路
　
交
　
通

平日　26.1㎞/h
休日　27.4㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　17,682台/日
休日　18,628台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）
データによる現況

（国道467号）

湘南台方面及び光ヶ丘方面では、右折車が対向直進車の影響のため滞留することにより渋滞
が発生している。
綾瀬方面では、２００ｍ先にある小田急線踏切の影響による先詰まりのため渋滞が発生してい
る。

箇所名

①②神奈川県　③横浜国道事務所

桜ヶ丘交差点 実施（DO）

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

平日　1.15
休日　1.20

○

○

一般に走行しづ

らい道路構造

－

写真Ａ 写真Ｂ

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

62

72
78

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

光ヶ丘

用田
桜ヶ丘

(順位)

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

62

72
78

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

光ヶ丘

用田
桜ヶ丘

(順位)

VICSデータVICSデータ 神奈川県の箇所別渋滞時間（分/

）

横浜伊勢原線

62

72

78

光が丘、桜ヶ丘、用田のVICS

渋滞時間は県内でも上位

写真C

・最大遮断時間：22分／時間

・日遮断時間　：5.0時間／日

・遮断交通量：7.2万台時／日

写真の方向：

至町田

至
横
浜

至藤沢

県道45号（丸子中山茅ヶ崎線）

国
道
４
６
７
号

至
茅
ヶ
崎

小
田
急
江
ノ
島
線

桜ヶ丘

交差点

A

B 200m

調査日：平成19年3月8日（木）

C

最大渋滞長：350m

渋滞通過時間：4分

最大渋滞長：700m

渋滞通過時間：8分

最大渋滞長：700m

渋滞通過時間：15分

最大渋滞長：500m

渋滞通過時間：6分

踏切による先詰まり

平日　上り 平日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　藤沢

至　町田

至　藤沢

至　町田

桜ヶ丘 桜ヶ丘

桜ケ丘

711人時/日・km 67人時/日・km
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現在の進捗状況と今後の予定等

対
策
立
案

対
策
の
効
果
・
検
証

【対策事業の効果見込み】
①　現道2車線を4車線へ拡幅する(都)丸子中山茅ヶ崎線の整備により、本区間における
安全で円滑な交通の確保が可能となる。
②　(都)寺尾上土棚線及び(都)藤沢厚木線は、県央地域と湘南地域を南北に結ぶ路線
であり、本路線の整備により、並行する国道467号の交通量の分散が図られ、渋滞の緩
和が見込まれる。
③　各地への所要時間が短縮されるとともに、通過交通が通過していた一般道路の混雑
が解消される。また、周辺環境の改善（CO2、NOx、SPMの減少）の効果が見込まれる。

対策事業概要図

面
的
対
策

②　（都）寺尾上土棚線、（都）藤沢厚木線の整備

　 県道横浜厚木から市道高倉遠藤線に至る、延長約7.5kmの現道拡

幅及び道路新設(4車線)整備。

③　さがみ縦貫道路

　神奈川県茅ヶ崎市西久保から相模原市城山町川尻を結ぶ、首都

圏中央連絡自動車道（圏央道）の一部を構成する自動車専用道路。

　県央部の体系的な道路ネットワークの整備を行い、道路交通の円

滑化を図る。

具体的対策

備
　
　
考

（都）寺尾上土棚線、（都）藤沢厚木線の整備

H19年度に全線4車線供用を予定している。

さがみ縦貫道路の整備

西久保JCT～海老名北JCT：H22年度供用予定

用地進捗率：96％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事な

どを推進中

海老名北JCT～海老名北IC：H21年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事な

どを推進中

海老名北IC～相模原IC：H22年度供用予定

用地進捗率：98％（H20.2末面積ベース）

工事状況：用地未取得箇所を除きほぼ全面的に橋梁下部・上部工事、

トンネル工事などを推進中

相模原IC～八王子南IC：H24年度供用予定

用地進捗率：約7割（H20.2末面積ベース）

工事状況：相模原IC～都県境において、工事用道路、トンネル工事な

どを推進中

②

③

・

・

・

・

個
別

対
策

①　(都）丸子中山茅ヶ崎線の整備

　大和市上和田における事業延長約1.0kmの現道拡幅(4車線)整備。

①　（都）丸子中山茅ヶ崎線の整備

　　　平成28年度までの供用を目指す。

【標準横断図】

（都）寺尾土棚線・（都）藤沢厚木線の整備

桜ヶ丘交差点

H19　L=7.5km
４車線供用予定

事業中 L=1.0km

車線 車線 歩道歩道

海老名北IC

さがみ縦貫道路

横断図

厚木PA

海老名北JCT

寒川北IC

海老名南IC

桜ヶ丘交差点

国道467号の通過交通を分担させ、交

通渋滞の緩和を図る。

【さがみ縦貫道路 概要】
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神奈川県藤沢市用田 －

Ｈ１８
プローブ
調査結果

○ － ○ ○ 92% 73%

平日　1.19
休日　1.24

データによる現況
（主要地方道丸子中山茅ヶ崎線）

気象・自然条件

降雨など異常気象

により、通行が規制
選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

一般に走行しづ

らい道路構造

県道22号（横浜伊勢原）

概
　
　
要

最大の渋滞長、

通過時間が長い

渋滞

－ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

 区間延長

段階

道路構造

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

道
　
路
　
交
　
通

平日　16.4㎞/h
休日　16.4㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　12,592台/日
休日　12,526台/日

24h交通量（H17ｾﾝｻｽ）

位置図

場　　所

18

右折車が対向直進車により滞留し、後続の直進車の走行を阻害し渋滞が発生している。
茅ヶ崎方面と相模原方面を結ぶ交通と海老名方面と藤沢方面を結ぶ地域的な幹線道路相互
の交差となり、交通が集中する。

○
○

番号 路線名 箇所名

神奈川県

用田交差点 実施（DO）

対策事業者

移
動
性
阻
害
要
因

写真B写真A

写真C

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

62

72
78

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

光ヶ丘

用田
桜ヶ丘

(順位)

神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

62

72
78

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 201 401 601 801 1001 1201 1401 1601 1801

光ヶ丘

用田
桜ヶ丘

(順位)

VICSデータVICSデータ 神奈川県の箇所別渋滞時間（分/日）

横 浜伊勢 原線

62

72

78

光が丘、桜ヶ丘、用田のVICS

渋滞時間は県内でも上位

平日　上り 平日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　藤沢

至　町田

至　藤沢

至　町田

用田 用田

用田

至 横浜

写真の方向：

■道路交通の現況

調査日：平成18年7月12日（水）

至
　
海
老
名

用田

交差点

至
　
戸
塚

県
道
4
5
号

（
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎

）

A

C

B

県道２２号（横浜伊勢原）

至　茅ヶ崎

最大渋滞長：1200m

渋滞通過時間：11分

最大渋滞長：200m

渋滞通過時間：4分

最大渋滞長：600m

渋滞通過時間：7分

最大渋滞長：250m

渋滞通過時間：3分

570人時/日・km 88人時/日・km
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証

備
　
　
考

個
別
対
策

【対策事業の効果見込み】
　　県道22号(横浜伊勢原)のバイパスを整備することにより、現道の交通量の分散が図
　られ、用田交差点の渋滞の緩和が見込まれる。

○平成17年5月にバイパス区間のうち延長約2.7kmを暫定2
車線で供用を行った。
○平成25年度に全線の供用を予定している。

対策事業概要図

具体的対策

面
的
対
策

対
策
立
案

現在の進捗状況と今後の予定等

○県道22号(横浜伊勢原)【用田バイパス】の整備
　事業延長約4.2kmの現道拡幅及び道路新設(4車線)
整備。

【用田バイパス  概要】
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1.1㎞

Ｈ１８
プローブ
調査結果

－ － － － 85% 62%

データによる現況
（国道246号） 平日　1.76

休日　1.86

国道246号

神奈川県山北町向原

道路構造

降雨など異常気象

により、通行が規制

一般に走行しづ

らい道路構造

概
　
　
要

最大の渋滞長、

通過時間が長い

渋滞

選定
理由

渋滞損失時間

が大きい
旅行速度が低い

渋滞する時間

が長い

○ －

混雑度（12h, H17ｾﾝｻｽ）

 区間延長

段階

利用者アンケート

阻害を感じる 対策が必要

気象・自然条件

移
　
動
　
性
　
阻
　
害
　
状
　
況

道
　
路
　
交
　
通

平日　37.0㎞/h
休日　29.3㎞/h

ﾋﾟｰｸ時旅行速度（H17ｾﾝｻｽ）

平日　-台/日
休日　26,190台/日

24h交通量（H19調査）

位置図

場　　所

19

歩道が未整備であり、住民の日常生活、歩行者の歩行に支障をきたしている。
道路線形が悪いこと、幅員が狭小であることから、特に大型車の通行に支障をきたし、速度低
下が発生する。

○
○

番号 路線名 箇所名

横浜国道事務所

向原 実施（DO）

対策事業者

移
動
性
阻
害
要
因

■道路構造の現状

平日　上り
平日　下り■:450～ 人時/日・km

■:0～450人時/日・km

渋滞損失時間

至　御殿場

至　厚木

籠
場
Ｉ
Ｃ

庶
子

樋
口
橋 籠

場
Ｉ
Ｃ

庶
子

樋
口
橋

至　御殿場

至　厚木

籠場ＩＣ
向原

庶子

樋口橋

幅員狭小（歩行者通行状況）幅員狭小（歩行者通行状況）

幅員狭小（大型車すれ違い状況）幅員狭小（大型車すれ違い状況）

７．５０

３．００ ３．００ ０．７５０．７５

７．５０

３．００ ３．００ ０．７５０．７５

歩道未整備

(向原地区のみ)

幅員狭小

大型車混入率が神奈川県平均の約３倍
と非常に高い（高速道路を除く一般道路）

２４ｈ　：４９．０％

夜１２ｈ：６４．４％

道路幅員の狭小

246向原交差点

ＪＲ御殿場線
　東山北駅

246向原交差点

ＪＲ御殿場線
　東山北駅

246246向原交差点

ＪＲ御殿場線
　東山北駅

線形不良（急カーブ）線形不良（急カーブ）
前後区間は直線線形だが、向原地区

だけＳ字線形（最小Ｒ９０）

道路線形の不良

向原

交差点

調査日：平成19年10月7日（日）

11,406台/日

最大渋滞長：350m

渋滞通過時間：2分

至  御殿場

至  南足柄市役所

至
 

御
殿
場

至
 

厚
木

13,098台/日

最大渋滞長：1,210m

渋滞通過時間：7分

旅行速度

国道２４６号平日（上り） 国道２４６号平日（下り）

80

60

40

20

0

籠
場IC

庶
子樋

口
橋

静
岡
県
境 向

原

80

60

40

20

0

籠
場IC

庶
子

樋
口
橋

静
岡
県
境

向
原

※H18年度 平日７時～19時データに基づく

183人時/日・km

向原
298人時/日・km

向原
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面
的
対
策

対策事業概要図

対
策
立
案

今後の予定等

個
別
対
策

○向原改良
向原交差点付近の延長1.0ｋｍにバイパスを整備。道
路線形の改善、幅員拡幅、歩道の設置を行う。

・H18.12　本格的な工事（JR関連工事）に着手
・H20年度　横断BOX工事、橋梁下部工事に着手予定
・H21年度　供用予定

具体的対策

対
策
の
効
果
・
検
証

備
　
　
考

上本村地区 下本村地区 村雨地区

Ａ

B

B′

ＪＲ御殿場線

国道２４６号

Ａ′

至
　
静
岡

至
　
東
京

向原改良　L=1.0km

7.50

3.0 3.0 0.750.75

Ｂ－Ｂ′断面　現国道246号断面 Ａ-Ａ′断面　計画断面

【一般国道２４６号　向原改良 概要】

計画区間 足柄上郡山北町向原

規格 第３種第２級

設計速度 60km/h

延長 1.0km

車線数 ４車線

国道467号の通過交通を分担させ、交

通渋滞の緩和を図る。

【一般国道２４６号　向原改良 効果予測】

現国道 ：約 ３，２００台／日

バイパス：約２０，８００台／日現国道：約２４，０００台／日

現 況

現 況 開通後

７．５０

３．００ ３．００ ０．７５０．７５ 車道９．７５歩道
３．０

歩道
３．０

１５．７５

246向原交差点

ＪＲ御殿場線
東山北駅

246向原交差点

ＪＲ御殿場線
東山北駅

○歩道を設置し、車道幅員も広いため、歩行者・車の安全性向上

現 況 開通後

○道路線形の改善（Ｓ字線形から、スムーズな線形に）

○住民生活、沿道環境が改善（バイパスに交通が転換）

バイパス

バイパス（当面は暫定２車
線）

国道２４６号現況ＪＲ御殿場線
東山北駅

向原交差点 246

国道２４６号現況ＪＲ御殿場線
東山北駅

向原交差点 246

バイパス

現国道の交通が

約９割
バイパスに転換

開通後

現国道２４６号

※現在調整中
歩道設置

現国道 ：約 ３，２００台／日

バイパス：約２０，８００台／日現国道：約２４，０００台／日現国道：約２４，０００台／日

現 況

現 況 開通後

７．５０

３．００ ３．００ ０．７５０．７５ 車道９．７５歩道
３．０

歩道
３．０

１５．７５

246向原交差点

ＪＲ御殿場線
東山北駅

246246向原交差点

ＪＲ御殿場線
東山北駅

246向原交差点

ＪＲ御殿場線
東山北駅

246246向原交差点

ＪＲ御殿場線
東山北駅

○歩道を設置し、車道幅員も広いため、歩行者・車の安全性向上

現 況 開通後

○道路線形の改善（Ｓ字線形から、スムーズな線形に）

○住民生活、沿道環境が改善（バイパスに交通が転換）

バイパス

バイパス（当面は暫定２車
線）

国道２４６号現況ＪＲ御殿場線
東山北駅

向原交差点 246246

国道２４６号現況ＪＲ御殿場線
東山北駅

向原交差点 246246

バイパス

現国道の交通が

約９割
バイパスに転換

開通後

現国道２４６号

※現在調整中
歩道設置
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